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成田市学校施設長寿命化計画における用語の定義 

 

用語 定義 

成田市総合計画「NARITA みらい

プラン」 

総合計画は本市におけるまちづくりの最上位の計画として位置付け

られ、将来都市像とその実現のための施策をとりまとめた計画。 

成田市公共施設等総合管理計画 成田市学校施設長寿命化計画の上位計画で，平成 29（2017）年３月

に公共施設等の最適化を図るための取組等を推進する計画として今

後の公共施設等の管理の基本的な考え方を示した計画。 

成田市学校教育振興基本計画 成田市学校施設長寿命化計画の上位計画で，平成 28（2016）年３月

に現代の急激な社会情勢の変化に柔軟に対応し，夢の実現に向けて

たくましく生きる子どもたちの育成を目指して，学校・家庭・地域

社会が連携しつつ，特色ある教育を推進していくための指針として

策定した計画。 

個別施設計画 公共施設等総合管理計画に基づき，個別施設ごとの対応方針を定め

る計画として，施設の状態や維持管理・更新等にかかる対策の優先

順位の考え方，対策の内容や実施時期を定める計画。なお、成田市

学校施設長寿命化計画も含まれる。 

インクルーシブ教育 障害のあるこどもと障害のないこどもが共に学ぶ仕組みのことで，

個別の教育的ニーズのある児童生徒に対して，多様で柔軟な仕組み

を整備すること。 

適正規模・適正配置 児童生徒のより良い教育環境や学習環境，人間関係の構築などから，

設置者である市町村がそれぞれの歴史や地域との関わりを考慮しな

がら，望ましい学校の規模，配置を示すもの。 

旧耐震基準，新耐震基準 建築基準法に基づき定められた，建築物の設計において適用される，

地震に耐えることのできる構造の基準。昭和 56（1981）年６月１日

以前の基準を旧耐震基準，それ以降の基準を新耐震基準と呼ぶ。 

ICT教育 Information and Communication Technologyの頭文字をとった略語

で，ICT 教育は，IT 技術を使ってコミュニケーションをとっていく

教育方針や取り組みのことを指す。 

少人数教育 習熟度に合わせてクラスを少ない人数で分けて授業を実施する等，

勉強を効率的・効果的に実施する教育方法。 

アクティブラーニング 認知的，倫理的，社会的能力，教養，知識，経験などの汎用的能力

の向上や育成を目指し，これらの能力を育成するために発見学習，

問題解決学習，体験学習，調査学習などを実施する。学習方法とし

て，教室内でのグループ・ディスカッション，ディベート，グルー

プ・ワークなどが有効な方法として挙げられる。 

  

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%95%99%E8%82%B2


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

建築基準法第 12条の定期点検 建築物等の安全性や適法性を確保するために，専門の技術者により

建築物等を定期的に調査する制度。 

構造躯体 建築構造を支える骨組みにあたる部分のことで，基礎・基礎ぐい・

壁・柱・小屋組・土台・斜材(筋かいなど)・床版・屋根版又は横架

材(梁など)を指す。 

施設関連経費 施設整備費及び維持修繕費等の総計。 

大規模改造 建物や設備の不良箇所・劣化箇所を直し，建築当初の機能回復を行

う改修工事。防水改修,サッシ改修,外壁改修,電気配線,給排水管更

新,内装改修などを行っている。  

長寿命化改修 長寿命化改修は，大規模改造にプラスして,環境面（ガラスの遮熱

化）,中性化対策を行う改修。既存の建物を長期に使用するため，建

物や設備の不良箇所・劣化箇所の改修だけでなく，耐久性を高め，

社会的要請に対応し機能向上をする改修工事。 

余裕教室 普通教室，特別教室，少人数教室及び管理諸室として使われていな

い教室。 

民間活力導入 PPP（ Public Private Partnership）や PFI（ Private Finance 

Initiative）などの，公共施設の整備や運営において，民間が持つ

ノウハウを活用し，より安くて質の高い公共サービスの効率的な提

供を行う。PPPには，指定管理者などが含まれる。 
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第１章 学校施設の長寿命化計画の背景・目的等 

  

１ 背景 

成田市は，昭和 29（1954）年に 1 町 6 村が合併して誕生し，その後平成 18（2006）年に下

総町，大栄町の 2町と合併しました。 

 1970 年代には，成田空港の開港に伴う開発が行われ，西部には成田ニュータウンが造成さ

れ，人口も急増しました。これに伴い，まちづくりの進捗に合わせて学校や公共施設，道路等

のインフラが整備され，公共サービスの基盤づくりが行われてきました。 

 一方で，これらの公共施設は老朽化が進行しており，施設の安全確保のためには，機能維持

や建替えのための費用が今後増大することが見込まれています。 

 本市では，総合的・長期的な視点を持って，適切な公共サービスの提供と安定した財政運営

を両立させることを目的に，公共施設・インフラ資産の更新，統廃合，長寿命化などの管理に

関する基本的な方針を定めた「成田市公共施設等総合管理計画」を平成 29（2017）年 3 月に

策定しました。 

 成田市学校施設長寿命化計画（以下，「本計画」という）は，「成田市公共施設等総合管理

計画」の類型別方針を踏まえた個別施設計画としての位置づけにあり，学校施設の長寿命化計

画として策定するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 計画の位置づけ 
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２ 目的 

 本計画は，所管する小学校，中学校，義務教育学校（以下「学校施設」という）29 校の，

老朽化の対応や様々な社会的要請に対する機能を確保することを目的に，以下に従って計画を

策定します。 

・中長期的な維持管理にかかるコストの縮減及び予算の平準化を図りつつ，学校施設に求め

られる機能，性能を確保します。 

 将来的な環境の変化にも対応できる統一的な整備水準を設定し，市内全ての児童・生

徒が良好な学習・生活環境で学べるための施設とします。 

 従来の事後対処型の保全から，計画的な予防保全にシフトし，各施設のライフサイク

ルを見通せる実行可能な計画とそのマネジメントシステムを構築します。 

 

３ 対象施設 

小学校 19校，中学校 8校，義務教育学校 2校の計 29校の校舎，屋内運動場，プール，グラ

ウンド及び遊具を対象とします。 

 

４ 計画期間 

長期計画として令和 3（2021）年度から令和 42（2060）年度までの 40年間，中期計画として

令和 3（2021）年度から令和 9（2027）年度までの 7年間を計画期間とします。 
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第２章 学校施設の実態 

１ 学校施設の概要 

本市では，小，中，義務教育学校計 29校の学校施設を保有しています。 

義務教育学校を除く小中学校の学級規模は，適正規模（12～18学級）の学校が小学校 6校，

中学校 4 校, 準適正規模校（19～24 学級）が小学校 3 校，中学校 1 校，小規模校（6～11

学級）が小学校８校，中学校２校，過小規模校（5 学級以下）は小学校２校，中学校１校で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

築後年数赤字：築 30年以上 

出典：成田市立小・中・義務教育学校（児童生徒推計） 

※児童ホームを校舎内に設置している学校：〇    

※大栄みらい学園は建設中であり，児童生徒数は大栄地区５小学校と，大栄中学校の合計としています。 

※「学校適正配置調査報告書」（平成 20（2008）年３月）の適正規模等の基準では，学校規模の定義を「過小規模：5

学級以下，小規模：6～11学級，適正規模：12～18学級，準適正規模：19～24学級，過大規模：25学級以上」として

います。 

表 1 学校施設一覧（児童生徒推計 令和２（2020）年 5月 1日現在） 

普通
学級

特別
支援

普通
学級

特別
支援

1 成田小学校 幸町948-1 23,248 8,391 1961 S36 58 準適正規模校 699 15 23 4 〇

2 遠山小学校 小菅1411 29,972 3,093 1971 S46 48 小規模校 57 1 6 1 〇

3 三里塚小学校 本三里塚153-1 30,643 5,672 1971 S46 48 適正規模校 391 25 13 3

4 久住小学校 久住中央3-12-1 28,001 4,419 1972 S47 47 適正規模校 459 11 17 2

5 豊住小学校 北羽鳥1985-2 26,115 2,723 1977 S52 42 過小規模校 37 2 4 2 〇

6 八生小学校 松崎1468 16,428 3,143 1968 S43 51 過小規模校 50 3 5 2 〇

7 公津小学校 台方851 19,030 4,277 1967 S42 52 小規模校 127 4 6 2 〇

8 向台小学校 中台3-6 25,720 4,825 1969 S44 50 小規模校 227 12 8 3

9 加良部小学校 加良部6-8 27,872 6,226 1972 S47 47 適正規模校 519 20 17 4

10 橋賀台小学校 橋賀台3-4 31,670 4,323 1973 S48 46 小規模校 229 11 10 2

11 新山小学校 加良部4-23 26,727 4,596 1977 S52 42 小規模校 203 7 8 2

12 吾妻小学校 吾妻2-6 31,008 6,335 1977 S52 42 準適正規模校 790 27 24 4

13 玉造小学校 玉造3-4 28,519 4,868 1980 S55 39 小規模校 246 18 10 3

14 中台小学校 中台1-4 23,579 4,853 1981 S56 38 小規模校 171 4 6 2 〇

15 神宮寺小学校 玉造5-28 27,979 4,950 1984 S59 35 小規模校 167 7 7 2

16 平成小学校 飯仲50-1 35,061 6,613 1989 H1 30 適正規模校 527 10 18 2

17 本城小学校 本城178-1 26,861 6,798 1992 H4 27 適正規模校 360 28 13 5

18 公津の杜小学校 公津の杜3-2 30,200 8,315 2005 H17 14 準適正規模校 768 20 24 4 〇

19 美郷台小学校 美郷台2-19-1 30,000 6,579 2006 H18 13 適正規模校 319 12 12 3 〇

518,633 100,999 6,346 237 231 52

1 成田中学校 土屋928-1 40,723 7,038 1983 S58 36 適正規模校 500 13 15 3

2 遠山中学校 大清水19 29,681 6,730 1971 S46 48 適正規模校 384 17 12 3

3 久住中学校 久住中央2-1 30,192 5,031 2006 H18 13 過小規模校 126 6 5 2

4 西中学校 加良部5-11 53,680 11,092 2000 H12 19 適正規模校 477 20 14 4

5 中台中学校 中台4-2 35,440 6,584 1972 S46 48 小規模校 251 11 8 2

6 吾妻中学校 吾妻1-24 37,282 5,763 1977 S52 42 適正規模校 428 9 13 2

7 玉造中学校 玉造3-7 34,932 7,158 1984 S59 35 小規模校 278 5 9 2

8 公津の杜中学校 公津の杜5-29 35,000 11,198 2012 H24 7 準適正規模校 626 13 19 2

296,930 60,594 3,070 94 95 20

30,715 7,101 2013 H25 6

27,387 5,021 1975 S50 44

115,909 26,755 958 45 16 4

931,472 188,348 10,374 376 342 76

〇-伊能125大栄みらい学園 594 30 - -

〇名古屋1214下総みどり学園 364 15- 16 4

中学校8校 計

学校名

合計

築後
年数

1

義務教育学校2校　計

2

義
務
教
育
学
校

建設中57,807 14,633

小
学
校

小学校19校 計

中
学
校

※児童
ホーム

所在地
敷地
面積
（㎡）

延床
面積
（㎡）

建築
年度

建築
年度

学校
規模

児童生徒数（人） 学級数（学級）
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       ＜小学校＞                     ＜中学校＞  

（普通学級）                   （普通学級） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 学校別学級数（令和２（2020）年 5月 1日現在） 

※ 下総みどり学園，大栄みらい学園を除く。  
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 ２ 児童生徒数及び学級数の推移 

  (1) 児童生徒数と学級数の変化  

令和２（2020）年度の児童生徒数は 10,750人で，児童生徒数がピーク時の昭和 61（1986）

年度から 18％減少しています。平成 17（2005）年には 9,669人まで減少し，その後現在ま

では増加傾向にありますが，今後児童生徒数は減少し、６年後には 9,830 人となります。

その後も減少したのち増加に転じ、30 年後には 10,517 人とほぼ現在に近い状態まで戻り

ます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 児童生徒数の推移及び将来予測 

 

出典：「学校要覧（令和２（2020）年度までの実績値）」 

  推計①⇒2021-2026年度 令和２（2020）年５月１日時点の住民基本台帳の人口に基づき推計した。 

  推計②⇒2027-2050年度 成田市人口推計データをもとに 2025年からの年少人口増減率に基づき推計。 

※ 小学校児童数は下総みどり学園，大栄みらい学園の前期課程を，中学校生徒数は後期課程をそれぞれ

含む。 

※ 特別支援学級について 

令和２（2020）年度までは実数。令和３（2021）～令和８（2026）年の学級数は，令和２（2020）年

の学級数をそのまま保持するものとして試算した。  
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児童生徒数ピーク

小学校児童数
1984年9,002人

中学校生徒数
1987年4,476人

1986年
13,144人

2020(Ｒ2)
10,750 人

7,238人

3,512人

３4年間で 18％減少（2,394 人減）

ピーク時
の82%

今後、2030年まで減少しその後
やや増加に転じる見込み。

2050 (Ｒ32)
10,517人

3,819人

6,698人

３0年間で 2％減少（233人減）

2026 (Ｒ8)
9,830人

6,192人

3,638人
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 (２)小学校別学級数の変化 

本市の小規模校（普通学級 6～11 学級）8 校のうち，ニュータウン地区に６校が半径２

ｋｍ以内に近接して配置されており,令和８（2026）年時点で６校の小規模校化が継続し，

1校は大幅な学級数の減少が見込まれています。一方、本市においては,成田空港の更なる

機能強化や国際医療福祉大学成田病院を核とした新たなまちづくりの推進により,土地区

画整理事業や地区計画など,地域特性を生かした土地利用が図られることで,今後,児童数

についても大きな変化が予測されます。このようなことから,今後のまちづくりの方向性や

地域住民の入れ替わりなどの社会的要因による児童数の変動を考慮した対応が必要です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 小学校別学級数の変化 

※学級数は，令和２（2020）年５月１日時点の住民基本台帳に記載されている 0-5 歳人口の人口に基づき

作成したため，令和８（2026）年度までの推計としている。 

※学級数は普通学級。  

豊住八生 久住 下総

公津

ニュータウン

半径2km

→ →

八生小

1975 2020 2026
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(現在まで−3学級)

→ →4 37

豊住小

1993 2020 2026

(現在まで−3学級)

→ →

吾妻小

2018

26 24

2020 2026

18

(現在まで−2学級)

→ →

公津の杜小

20262018 2020

26 24 18

(現在まで−2学級)

大栄みらい学園（前期課程）

2020 2026

12

大栄

凡例（小・中学校共通） 学級数
ピーク年

ピーク～
現在の学級数

普通学級数
14

6

24

学級規模

準標準規模校
（19学級以上）

標準規模校
（12～18学級）

小規模校
（12学級未満）

成田

→ →17 17 15

久住小

20262020 2020
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6 46
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12 1212
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〇〇小
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19 16
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2020 2026
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(現在まで−10学級)

18 8 6
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向台小

→ →

(現在まで−7学級)

17 1724
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42 23 25

成田小

1975 2020 2026

→ →

(現在まで−8学級)

三里塚小

2020 20261992

1321 13
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 (３)中学校別学級数の変化 

ニュータウン地区において，中台中と玉造中が今後も小規模校（6～11学級）の予測とな

っています。 

各校の距離は，中学校も小学校と同様に半径 2ｋｍ以内に近接配置していますが，小学校

と同様に生徒数の変化が予想されることから,今後のまちづくりと合わせた対応が必要で

す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 中学校別学級数の変化 

  

半径2km
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→ →

久住中
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公津

→ →

吾妻中
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(現在まで−5学級)

→ →

下総みどり学園（後期課程）

2020 20262014

56 5

下総

→ →

(現在まで−10学級)

14 1224

2011 2020 2026

西中

→ →

(現在まで−11学級)

919 8

中台中

2020 20261990

→ →

(現在まで−8学級)

617 9

2020 2026

玉造中

1993
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  ３ 建物の保有状況 

 (1) 保有状況 

 校舎及びそれに付帯する全ての建物（屋内運動場，武道場等）の床面積を小・中・義務

教育学校別にみると，小学校約 10.1万㎡，中学校約 6.0万㎡，義務教育学校約 2.7万㎡，

総合計は約 18.8万㎡です。 

  

 (2) 築年別整備状況 

 築年数別にみると，本市の学校施設は築 30年以上の建物が全体床面積の約 55％と，老

朽化が進んでいます。最も古い建物は，昭和 36（1961）年度の建物で，令和２（2020）

年度現在，築後 58年経過しています。昭和 46（1971）年度から平成５（1993）年度にか

けては児童生徒数の増加により，多くの建物が建設されています。近年では，適正規模・

適正配置による学校の統廃合や適正配置に併せ,義務教育学校の整備がされています。 

 耐震基準別でみると，旧耐震基準の建物が 67棟で約 7.9万㎡で，全体床面積の約 42％

を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 築年別整備状況  
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中学校
体育館
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校舎
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体育館

義務教育学校校舎

その他

対象施設
29校 143棟

18.8万㎡

築30年以上 88棟 61.6％ 10.4万㎡ 55.3％

築20年以上 104棟 72.8％ 11.7万㎡ 62.2％

新耐震基準（1982年以降）
76棟 53.1％ 10.9万㎡ 58.0％

旧耐震基準（1981年以前）
67棟 46.9％ 7.9万㎡ 42.0％

築50年以上
7棟 4.9％

0.9万㎡ 4.8％
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（帯筋等の法改正前）
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（小規模建物除く）

整備のピーク
1971～1983年

64棟7.5万㎡（40％）
年あたり約5,800㎡

※大栄みらい学園を含む

大栄みらい学園
（建設中）

義務教育学校
体育館

（㎡）

※プール付属棟を含む
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Ａ 概ね良好

Ｂ
部分的に劣化

（安全上、機能上、問題なし）

Ｃ
広範囲に劣化

（安全上、機能上、低下の兆し）

Ｄ

早急に対応する必要がある

（安全上、機能上、問題あり）
（躯体の耐久性に影響を及ぼしている）
（設備が故障し施設運営に支障をきたしている）

良好

劣化

基 準 経過年数による目安

標準耐用年数の半分以内

標準耐用年数以内

標準耐用年数を超過

著しい劣化事象がある場合

 ４ 老朽化状況等の把握 

(1) 構造躯体の健全性 

ア 調査方法  

 令和元（2019）年度に全棟躯体の目視による現地調査を実施するとともに，旧耐震

建物は既存の耐震診断報告書のコンクリート圧縮強度のデータを参照し，新耐震基準

の建物を含む躯体のコンクリートの圧縮強度試験，中性化試験を抽出し実施しました。 

イ 評価方法  

 コンクリート圧縮強度が 13.5Ｎ/㎟以下，コンクリートの中性化が３cm以上，躯体の

ひび割れや欠損など構造的に大きな問題のある建物は，長寿命化に適さないと判断しま

す。 

   ウ 調査結果 

 目視調査の結果，老朽化により補修が必要な箇所はありましたが，構造的に大きな問

題のある建物はありませんでした。また，コンクリートの圧縮強度試験，中性化試験に

おいても全ての棟が健全であることを確認しました。 

 

(2) 構造躯体以外の劣化状況評価 

ア 調査方法  

令和元（2019）年度に，現在建設中の大栄みらい学園を除く，28 校の構造躯体以外

に計画的な修繕が必要と考えられる建物の部位（屋上・外壁・外部開口部・内装・電

気・給排水・空調・その他設備・プール・グラウンド・遊具など）ごとに現地確認に

より目視で確認しました。 

イ 評価方法  

建物の部位ごとに図７に示す劣化状況の評価基準Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの４段階で評価し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※標準耐用年数は「建築物のライフサイクルコスト（建築保全センター）」による 

図 7 劣化状況評価基準 

   ウ 調査結果 

建築は，屋根・屋上，外壁，外部開口部と，電気，給排水衛生設備での老朽化が進ん

でいました。 

屋根・屋上は，防水シートのはがれ・摩耗，押えコンクリート目地の劣化，排水不良

による水溜まり等の事象が 37％で見られ，そのうち 7％が早急な対応が求められます。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

内部仕上
床・壁・天
井・その他

40
20年
未満

20～40年 40年以上

受変電設備 30
15年
未満

15～30年 30年以上

電力、電灯、
通信、防災等

20
10年
未満

10～20年 20年以上

20
10年
未満

10～20年 20年以上

20
10年
未満

10～20年 20年以上

30
15年
未満

15～30年 30年以上

部　位
標準

耐用年数
※

経過年数による評価基準

著
し
い
劣
化
が
あ
る
場
合

電気設備

給排水衛生設備

空調設備

エレベーター設備



10 

外壁は，コンクリートのひび割れや，爆裂など，躯体に影響のある事象が見られる建

物が 45％です。外部開口部は 10％，内部仕上は，8％が劣化しています。 

電気設備は，これまで大規模改造工事の実施校以外は，照明改修等を行っていないた

め，56％が，給排水衛生設備は，47％が劣化しています。空調設備は，教室の冷暖房

化を行っており比較的良好です。エレベーターは，14校で整備されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8－1 劣化状況の概要（校舎・屋内運動場） 

エ 劣化状況写真（主な部位） 

屋根・屋上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広範囲に塗膜防水の塗料のはがれが

発生している 

シート防水層に膨れ，亀裂が発生

している 

シート防水は概ね良好 経年劣化がみられるが防水層に

支障はみられない 

Ａ評価 Ｂ評価 

Ｃ評価 
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Ｃ評価 Ｄ評価 

Ｃ評価 

複層塗材の広範囲の劣化が進行している 壁材の欠損が生じている 

改修後で概ね良好 経年劣化がみられるが不具合はない 

複層塗材は概ね良好 複層塗材は経年劣化がみられる 

雨漏りによるシミが発生している 
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（３）現状の整備水準 

ア 調査方法  

躯体以外の劣化状況調査と合わせてトイレ改修，教室の空調化，バリアフリー化（移動

円滑化），防災設備整備の実施状況を調査しました。 

イ 評価方法  

トイレ改修は床のドライ化の実施の有無，教室の空調化は空調設備の設置の有無，バリ

アフリーは，エレベーターの設置の有無とスロープ等による１階部分の移動円滑化及び多

目的トイレの設置の有無で評価します。 

防災設備は，避難所での水の確保，太陽光発電設備，防災行政無線の設置の有無で評価

します。 

  ウ 調査結果 

トイレの床のドライ化は，各校で整備を進めており，ドライ化は部分対応も含めると

90％以上が完了しています。また，教室の空調化は，特別教室に一部未対応があるものの

80％以上で完了しています。 

バリアフリーの移動円滑化の対応状況は，48％の学校でエレベーターが整備され，車椅

子での移動が可能です。また，１階まではスロープ等により移動可能な建物が 83％とな

っています。多目的トイレは，校舎又は屋内運動場に全校で整備しています。 

避難所としての整備水準は,水の確保については受水槽と学校近隣に整備されている防

災井戸等で非常用の水の確保していますが，屋内運動場の空調設備は未整備となっていま

す。太陽光発電設備は，令和２（2020）年度の整備を含めて 45％で整備が完了します。

防災行政無線は，計画通りに整備が完了しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8－2 整備状況の概要（校舎・屋内運動場） 
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 ５ 学校施設関連経費 

 (1) 学校施設関連経費の推移 

 直近 10年間(平成 22（2010）年度～令和元（2019）年度)は，新築・増築，建替え工事

の他に大規模改造工事，教室空調化，非構造部材の耐震化工事等を行っており，19.2億

円/年となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 過去 10年間の施設関連経費の推移  
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 (2) 将来施設経費の推計  

ア 建替え型 

 一般的に鉄筋コンクリート造の建物は 60年程度で建替えが必要なため，築後 60年で

建替えを行う条件で試算した場合，計画期間である令和 42（2060）年度までの 40年間

で，総額 1,042 億円，年平均 26.1 億円/年で，過去 10 年間の施設関連経費 19.2 億円/

年と比較して 1.4倍となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 長寿命化型 

 建物の目標使用年数を延ばすため，「全ての建物で築後 40年で長寿命化改修（老朽化

対策）を行い，築 80年まで使用する」と仮定すると，整備費用は 40年間で 1,052億円

（26.3億円/年）となり，建替え型と比較し,わずかに増加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 建替え型

校舎・屋内運動場
102棟 18.6万㎡

既存の棟と
同面積で建替え

新築

築30年

大規模改修

築60年

建替え

築60年

築35年以下

築36年以上

2019年時点の築年数

建替え後も
30年大規模改修、

60年建替え

200㎡未満の付属屋等
41棟 0.2万㎡

イ 長寿命化型
新築

築40年築20年

長寿命化改修

築80年

建替え中規模改修

築60年

中規模改修

既存の棟と
同面積で建替え

築60年

築20年以下
築21～50年

築51～60年
築60年以上

校舎・屋内運動場
102棟 18.6万㎡

200㎡未満の付属屋等
41棟 0.2万㎡

長寿命化改修を実施し
た棟は、改修後20年目
に中規模改修を実施
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図 10 建替え型の試算結果（今ある建物を６０年で建替えした場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 長寿命化型の試算結果（築後４０年で長寿命化改修をした場合） 
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ウ 建替えと長寿命化の併用型 

 昭和 46（1971）年以前の建物は，躯体（柱）の配筋基準が旧耐震基準以前の建物と

なり,躯体の補修や劣化，機能向上のため改修しても，残りの使用年数を考慮すると，

メリットが少なく,昭和 46年以前の建物を建替えとして試算した場合，長寿命化改修す

る建物のコストが軽減され，建替え型や長寿命化型と比較すると，40 年間の総額が

1,010億円となり,最も低くなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後章では，予算の縮減・平準化と効率的な施設整備を両立するため，老朽化状況等を踏

まえて設定した整備基準に従い，詳細な計画を検討します。 

 

 

 

 

  

ウ 建替えと長寿命化の併用型
新築

上記を
除いた棟

92棟 16.5万㎡

10棟 2.1万㎡

1971年以前に
建てられた棟

建替え

築60年

築40年築20年

長寿命化改修

築80年

建替え中規模改修

築60年

中規模改修

築20年

中規模改修

築60年

築48年以上

築20年以下

築21～50年

築51～60年

築60年以上

建替え後は長寿命化

200㎡未満の付属屋等
41棟 0.2万㎡

長寿命化改修を実施し
た棟は、改修後20年目
に中規模改修を実施

既存の棟と
同面積で改築
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図 12 建替えと長寿命化の併用型の試算結果 
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2010～2019年度 今後の40年間

1.5倍

今後10年間
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建替え 経常修繕（0.7億円/年）
グラウンド等の改修

建替え耐震改修 部位の改修 長寿命化改修
（機能回復・機能向上）

長寿命化改修
（築後40～49年
の建物）

過去10年間
施設関連経費

19.2億円

中規模改修
（機能回復）

40年間総額
1,010億円

（25.3億円/年）

1.3倍

大規模改造
（これまでの改修）

効率的に改修の先送り，建替えの前倒しを行うこと

で，整備費用が平準化できます。 
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第３章 学校施設整備方針 

 １ 学校施設の目指すべき姿 

本市では，成田市総合計画「NARITA みらいプラン」の基本構想を踏まえて策定された成

田市学校教育振興基本計画「輝くみらい NARITA 教育プラン」において，「子どもの多様な

個性 能力を伸ばし 未来をひらく力を育む」ことを基本理念とした，特色ある教育を推進

しています。 

本計画では，上位計画の方向性に沿った施設整備の方針として，以下の「学校施設の目指

すべき姿」を提示します。 

 

 (1) 安心・安全な学校施設 

・学校施設の適正な維持管理 

・学校の防災対策の充実 

 (2) 教育環境の向上 

・いまある施設を活用し，整備コストを抑えながらより良い教育環境の導入 

・ICT 教育，少人数教育，アクティブラーニング，インクルーシブ教育など新しい教育へ

の対応 

 (3) 地域施設としての学校活用 

・余裕教室を活用した一般公共施設との複合化 

・部活動や学校開放等の地域との連携 

・災害時の避難所としての機能強化  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 学校施設の目指すべき姿 

社会を生き抜く力を育む

伝統・文化の理解と国際性を育む

豊かな心・道徳性・規範意識を育む

よりよい学校教育環境づくりを進める
・教職員の資質の向上
・教職員の負担軽減に向けた取組の推進
・教育環境の整備・改善
・学校安全対策の推進
・学校施設の整備・活用

様々な困難を抱えた子どもたちへの支援を充実
する

社会の変化に対応した教育を推進する

成
田
市
学
校
教
育
振
興
基
本
計
画

ハード面の課題
・築年50年が経過して老朽化する学校の対応
・財政制約に見合った整備水準の検討
・更新等費用の軽減と平準化の検討

ソフト面の課題
・地域によって異なる児童生徒数の増減動向
・過去のピーク時からの児童生徒減による余裕教室の活用
・今後はニュータウン地区で小規模校化が進行

成田市総合計画 NARITA みらいプラン

地域施設としての学校活用
・余裕教室を活用した一般公共施設との複合化
・部活動や学校開放等の地域との連携
・災害時の避難所としての機能強化

教育環境の向上
・いまある施設を活用し、整備コストを抑えな
がら より良い教育環境の導入

・ICT教育、少人数教育、アクティブラーニン
グ、 インクルーシブ教育など新しい教育へ
の対応

安心・安全な学校施設
・学校施設の適正な維持管理
（築年の経過した老朽校の改築）
（長寿命化改修による安全確保と、
機能向上）

・学校の防災対策の充実
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 ２ 学校施設整備方針 

 学校施設整備において，学校施設の目指すべき姿を実現しつつ，全ての児童生徒に良好な

学校環境を提供することは重要です。そこで，次の方針に基づき施設整備を推進します。 

  (１) 建替えと長寿命化の併用による効率的な施設整備 

成田市公共施設等総合管理計画では，躯体の健全性調査を行い，結果が良好な施設につ

いては長寿命化改修を進め，建築後 80年使用することを目標としていますが,本計画では,

中長期的な，維持管理費にかかるトータルコストの縮減や建替え時期の分散により予算を

平準化するため，躯体の調査で圧縮強度 13.5Ｎ/㎟以下の校舎や旧耐震基準で建てられた

校舎の内，より基準の古い昭和 46（1971）年以前に建てられたものは長寿命化せず，建

替えで対応します。 

 築年数や躯体の健全性，躯体以外の劣化状況及び大規模改造の実施状況から，長寿命化

改修だけでなく適正規模での建替えを含めながら整備方式を設定し，劣化状況を踏まえて

効率的・効果的に実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 長寿命化の基本的な考え方と整備内容 

 

 

 

年
20 8040 60竣工

長寿命化改修
（機能向上）

中規模改修
（機能回復）

経年による機能・性能の劣化
解体・建替え

建物の水準

参考：工事内容

躯体の健全性
調査結果が良

中規模改修
（機能回復）

• 防水改修
• 外壁改修
• 電気設備機器交換
• 給排水設備機器交換
• 空調機器交換 等

築40年目
長寿命化改修
（機能向上）

• 開口部改修（サッシ交換）
• 内部改修（床・壁・天井・家具等下地共）
• 電気設備 (配線・配管類含む更新)

• 給排水設備 (配線・配管類含む更新) 等

• 躯体補修(中性化対策、鉄筋腐食対策等)

築20年目
中規模改修
（機能回復）

• 防水改修
• 外壁改修
• 電気設備機器交換
• 給排水設備機器交換
• 空調機器交換

機
能
回
復
①

機
能
回
復
①

機
能
回
復
②

• 防水改修
• 外壁改修
• 電気設備機器交換
• 給排水設備機器交換
• 空調機器交換 等

機
能
回
復
①

築60年目
中規模改修
（機能回復）

• 用途変更・新たな諸室の整備
• 機能向上に伴う設備システム変更・機器交
換（配管・配線類含む）

• バリアフリー改修 ・防災・防犯改修
• 断熱化・省エネ化・高耐久改修

機
能
向
上

解体・建替え
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（２）整備方式の振り分け方法 

原則築後 80年まで建物を長寿命化して活用しますが，コンクリートの圧縮強度 13.5N/

㎟以下の建物や昭和 46（1971）年以前の建物は，長寿命化の際に躯体の補修や機能向上

のためのコストをかけても，残りの使用年数を考慮するとコストメリットが低くなるため，

「築 60年で建替え」とします。また，直近 10年以内に大規模改造等を実施し機能向上を

行っている建物は，中規模改修により 80年活用することを目標とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 施設整備の振り分けフロー 

  

築40年に長寿命化

改修、60年に中規

模改修を実施する。

築40年に長寿命化
改修、20・60年に中
規模改修を実施する。

建替える際に

コンパクト化

を検討し、機

能向上を図る。

大規模改造の20年後

に中規模改修を実施

する。

全体 143棟 18．8万㎡

YES

NO

NO

YES

1971年※以前の建物

新耐震基準 旧耐震基準

長寿命化改修 長寿命化改修

YES

建替え中規模改修
整

備

区

分

NO

計

画

段

階

RC造

S造

目標使用年数 80年

実施段階では、耐力度調査に加え、改修・改築の必要性等を総合的に判断する

YES

NO
圧縮強度 13.5N/㎟以下

目視で確認できる著しい躯体の劣化

80年 60年

大規模改造実施済み

YES

NO

構造が旧耐震基準

＊1971年：躯体の帯筋の
間隔に関する法改正

＊200㎡未満の付属屋を含む

＊H19年度以降に実施
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(３) 新学習指導要領への対応等教育環境の向上 

 建替えや長寿命化改修時には，少人数教育，アクティブラーニング，ＩＣＴを活用した

教育に対応可能な教室，少人数教室や多目的教室の整備など，新学習指導要領へ対応する

と共に，バリアフリー化によるインクルーシブ教育への対応を実施します。そのため，新

たな整備水準を設定し，教育環境の向上を目指します。 

 建物の建替えを行う際には，エレベーターの設置を図り，バリアフリー化のさらなる充

実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16 普通教室の長寿命化改修の整備イメージ 

 

 (４) 学校施設の有効活用（複合化・共用化による地域施設としての学校活用） 

 過去，児童生徒数の増加にあわせて整備された学校では，普通教室を少人数教室などの

新しい教育への対応として利用していますが，余裕教室を保有している学校もあります。 

 今後は,校舎の建替えや長寿命化改修時に児童ホームなどの他施設との複合化や共用化

を検討するとともに,トイレの洋式化や多目的トイレの設置など，地域開放にも配慮した施

設整備を検討します。また，複合化や共用化にあたっては，セキュリティなど学校側の負

担にならない管理・運営に配慮し,更に協議しながら進めていきます。 

 

  

天井

更新（吸音石膏ボード）

照明

更新（LED照明）

床

更新（木質フローリング）

パーティション

更新

更新（上下可動式）

更新（木質化）

棚

更新（強化ガラス ガラスフィルム）

黒板

空調

改修（マルチエアコン）

情報コンセント タブレット用
キャビネット

掲示板

更新

腰壁

外部開口部

壁

更新（掲示用クロス）

更新
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 (５) 学級数の変化等地域の実状に応じた対策の実施 

ニュータウン地区の小規模校は，今後のまちづくりの方向性や地域住民の入れ替わりな

どの社会的要因による児童生徒数の変動を考慮しながら，地域の意見等を踏まえて,教育環

境の適正化に向けた対応を考えていきます。 
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３ 施設整備の水準 

 学校の施設整備にあたっては，設定した改修メニューから算出した改修費用と市の予算を

勘 外部については屋上防水・外壁の改修，サッシの交換などを行います。内部については

全体的な改修や給排水設備の更新も実施します。また，断熱化やＬＥＤ照明など省エネルギ

ー化を考慮します。 

少人数学習スペース設置など学習環境の向上，多目的トイレやスロープなどバリアフリー

化に対応し機能向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 17 長寿命化改修の整備水準（校舎） 

部 位

屋上防水

外壁

外部開口部
（窓）

高 低

外断熱保護防水
（断熱材）
（既存撤去）

外断熱パネル

サッシ交換
（Ｌｏｗ-e

ペアガラス）

シートの損傷部
の補修程度

シーリング打替え
開閉調整程度

改修メニュー （整備レベル）

外断熱露出防水
（断熱材）

（既存の上）

外壁塗装
（複層塗材）

内断熱 断熱なし

サッシ交換
（強化ガラス遮熱フィルム）

内部仕上げ
（教室）

内装の
全面撤去・更新

（下地共）

床補修
壁・天井塗替え

既存のまま

外壁塗装
（光触媒フッソ樹脂塗装）

露出防水
（内断熱）
（既存の上）

サッシ交換
（複層ガラス）

床補修
壁・天井撤去・更新

（下地共）

既存の
整備レベル

アスファルト防水
保護コンクリートの上

シート防水

複層塗材

アルミサッシ

（修繕レベル）

床：木質フローリング
壁：塗装

天井：化粧石膏ボード

断熱なし

部
位
別
仕
様

既存のまま

屋根
ステンレス製屋根

葺き替え
再塗装

ガルバリウム鋼板製
葺き替え

カラー鉄板
葺き替え

照明設備

空調設備         式       
全熱交換型換気

中央方式（ダクト）
一般型換気 なし

ＬＥＤ 既存のまま 蛍光灯

耐火二層管

照明人感センサー

給排水
設備

給水

排水

受水槽+高架水槽

内部仕上げ
（トイレ）

床補修
壁・天井塗替え

既存のまま内装の全面撤去・更新

照明・器具
人感センサー

床：塩ビシート
壁：塗装（ボード）
天井：ボードＥＰ塗装

洋式化

直結増圧方式

塩ビライニング鋼管 耐衝撃性塩化ビニル管

鋼管 塩化ビニル管

内装の全面撤去・更新
ドライ化

受水槽+増圧ポンプ

耐震型高性能       管

機
能
向
上

施設環境の
向上

内装の木質化

省エネルギー

外壁の断熱化

複層    ・遮熱    
の採用

高効率照明（ＬＥＤ）

高効率エアコン

節水型衛生器具

バリアフリー 多目的トイレの設置
スロープ等による

段差解消

防災・防犯

人感    
（照明、ドア）

雨水・中水利用

非常用発電機の設置

受水槽の災害飲料対応 防犯カメラの設置

災害時用燃料
（プロパン）（石油）

災害時用トイレ

管理用インターホン

学習環境の
向上

学年ごとの共通スペース
（ホール、ラウンジ）

メディアルーム       

カウンセリングルーム 職員室の機能向上

特別教室の機能向上

EV

太陽光発電の導入

自然換気システム

トイレのドライ化

メタルハライド

トイレの洋式化

段差解消

非構造部材の耐震化
（照明）

ヒートポンプ式
マルチエアコン

多目的スペース・
少人数学習スペース

＊EVは新・増・改
築時に整備する。

：長寿命化改修時の仕様

蓄電池



24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18 長寿命化改修の整備水準（屋内運動場）  
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第４章 学校施設長寿命化計画 

 １ 整備方式の考え方 

 長寿命化計画は，第２章学校施設の実態，第３章学校施設整備方針に基づいて，各学校の

整備方式，内容及びスケジュールを決定し，整備費用を平準化して長期計画（令和３（2021）

～令和 42（2060）年度までの 40 年間）と中期計画（令和３（2021）年度～令和９（2027）

年度までの 7年間）を策定するものです。 整備方式の設定に際しての考え方を以下に示し

ます。 

 

 令和３（2021）年度から令和 42（2060）年度までの今後 40年間にかかる施設関連経費

を設定し，老朽化状況，棟の経年及び，各棟の面積を勘案し，各学校の整備時期を振

り分けます。また，今後かかる施設関連経費はコストの縮減のための改善方策を踏ま

えて整備を進めていきます。 

 最初の 3年間は，市で既に策定している実行計画を基に設定します。 

 躯体以外の劣化状況の調査の結果 C，D評価の部位は，棟の劣化状況に関係なく直近で

修繕を実施し改善します。 

 建替えや長寿命化改修，中規模改修，部位改修の他，緊急的に必要となる修繕のため

に，経常修繕費を見込みます。 
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２ 長期計画（40年） 

第２章，５学校施設関連経費，ウ建替えと長寿命化の併用のコスト試算の整備内容に対し

て,直近３年間の市の実施計画を加え,築年順の改修・建替えにより 40年間のコストを平準化

すると,今後 40年間で，1,009億円（25.2億円/年），直近 10年間では 25.7億円/年の整備費

が必要となります。 

施設整備での工夫や国の補助制度の活用，さらに，長期計画では児童生徒数の実態に合わ

せた適正規模・適正配置等によるコスト縮減を図ることで，今後かかる施設関連経費の縮減

を図ります。なお，今後かかる施設関連経費は，社会経済情勢の変化に伴う市の財政状況に

より見直しすることがあります。屋内運動場の防災設備強化ついては,社会的要請により中

期計画以外でも見直しを図ることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※太陽光発電設備，外構は別途 

図 19 将来施設経費の推計（建替えと長寿命化の併用） 
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長寿命化改修
（築後４0～４９年
の建物）

経常修繕

過去10年間
施設関連経費

19.2億円

今後10年間
25.7億円/年

1.3倍

40年間総額
1,009億円

（25.2億円/年）

中規模改修
（機能回復）

（億円）

（年度）

実施計画
(3年間)

大規模改造
（これまでの改修）

（0.7億円/年）
グラウンド等の改修

1.3倍
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３ 中期計画（７年） 

中期計画として，直近７年間の整備内容を示します。最初の３年間は市の実施計画を盛り

込んでいます。 

４年目以降は老朽化が進行する小学校の建替えをはじめ，屋内運動場の長寿命化改修等を

実施し,築 20年を迎える建物については中規模改修を実施します。なお，整備スケジュール

は，社会的情勢の変化に伴う市の財政状況により見直しすることがあります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 整備スケジュール（中期計画） 

計画年度 学校名 棟名 工事名

公津小 校舎（南棟） 大規模改造

八生小 校舎（東棟） 大規模改造

平成小 校舎 増築

久住小 校舎 増築

玉造小 校舎 長寿命化改修

中台小 校舎 長寿命化改修

成田小 校舎 建替え

遠山小 屋内運動場 長寿命化改修

久住小 屋内運動場 長寿命化改修

八生小 屋内運動場 長寿命化改修

公津小 屋内運動場 長寿命化改修

向台小 屋内運動場 長寿命化改修

校舎（南・北棟） 長寿命化改修

屋内運動場 長寿命化改修

橋賀台小 屋内運動場 長寿命化改修

新山小 屋内運動場 長寿命化改修

吾妻小 屋内運動場 長寿命化改修

玉造小 屋内運動場 長寿命化改修

中台小 屋内運動場 長寿命化改修

校舎（西棟） 長寿命化改修

屋内運動場 長寿命化改修

成田中 校舎（東・北棟） 長寿命化改修

遠山中 屋内運動場 長寿命化改修

中台中 屋内運動場 長寿命化改修

吾妻中 屋内運動場 長寿命化改修

加良部小

令和６
（2024）年度

～
令和９

（2027）年度

神宮寺小

令和３
（2021）年度

～
令和５

（2023）年度



28 

４ 計画のまとめ 

今後 40年間でかかる施設関連経費は，過去 10年間の施設関連経費とかい離があることか

ら，施設整備に当たっては，学校施設の地域利用など有効活用を図るとともに，長期計画に

おいて適正規模・適正配置による面積の縮減，運営管理面でコスト縮減等することで，持続

可能な学校施設整備を進めます。 

これまでの事後保全の考え方から,中長期的な視点に立った「計画的保全」を推進する手

法として、長寿命化改修があります。長寿命化改修により,耐用年数の延伸,工事費用の縮

減・工期短縮に加えて,ニーズに対応した快適な環境の確保（防災機能の強化,省エネルギー

化,バリアフリー化などの社会的要請）,環境負荷の低減などの持続可能な整備を目標にしま

す。 
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第５章 コスト縮減に向けた取り組み 

 

１ コスト縮減に向けた取り組み 

限りある予算の中で着実に計画を実行していくためには，施設経費の縮減が必要となりま

す。 

ニュータウン地区は小規模校が複数校となる推計や，児童生徒が今後増加，減少する地域,

さらに新たなまちづくり等による児童生徒数の増加も見込まれることから，児童生徒数の変

化に柔軟に対応する施設整備が求められます。また，具体的なコスト縮減方策として, 民間

活力の導入，複数校をまとめた発注方式，仮設校舎を縮少した整備等の効率的・効果的な整

備手法の導入，継続的な実態把握による児童生徒数等の変化に応じた適正規模，次期中期計

画以降の適正配置，運営管理面からの組織横断的な改善手法の導入によるコスト縮減を検討

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 20 適正規模・中期計画以降の適正配置検討イメージ 

実態・課題の整理，改善の方向性等に関する市民や学校関係者の
共通認識，合意形成

地域、学校ごとに実態データを提示し，いろいろな観点から議論

【関係者】

未就学児
保護者

中学生
保護者

小学生
保護者

地域
住民

教職員
市長
部局

教育
委員会

中学生小学生

【将来推計】 【面的変化】

【通学路】 【開発動向】

【建物配置】 【市民意向】

課題
の
抽出
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第６章 計画の継続的運用方針 

 

１ 情報基盤の整備と活用 

安全・安心で，快適な学習環境，生活環境を維持するためには，本計画に基づき改修や建

替え等の整備を着実に行うだけではなく，継続的な実態把握により施設の状況を常に把握し

ておくことが重要です。そのため，建築基準法第 12条の定期点検とあわせた劣化状況調査を

３年に１度実施し，劣化状況評価を見直すとともに，修繕・改修履歴などの情報などを含め

て作成する「建物情報一覧」に蓄積し，本計画の見直しや学校施設全体のマネジメントに活

用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 21 情報の一元化イメージ図 

 

２ 推進体制等の整備 

本計画は，学校施設を所管する教育委員会が中心となって推進します。また，他の施設と

複合化等を検討する場合は，より有効な活用ができるように関連部署と連携・協力しながら

行います。  

さまざまな既存資料

文科省
学校施設台帳

設備台帳
（設備年表）

１２条点検
報告書

耐震診断
報告書

躯体詳細調査
報告書

（躯体健全性）
工事台帳

決算書
（投資的経費）

設計図書
（竣工図）
内訳書ＩＳ値一覧

建物情報一覧（概要情報）

情
報
の
一
元
化
・
見
え
る
化

棟単位

全体把握

１

３
カルテ（詳細情報）２

（劣化状況） （劣化写真）
● 築年別整備状況 ● 将来コスト

構造躯体の健全性 躯体以外の劣化状況（総合評価）

耐震安全性 1次評価

1 教室棟、渡廊下・配膳室 RC 3 3,059 1961 S36 58 旧 済 済 0.74 2020 19.3 5.0 要補修 長寿命 C B B B B C C A B 未対応 対応済 部分対応 未対応

2 普通教室棟・特別教室棟 RC 3 3,488 1966 S41 53 旧 済 済 0.71 2020 28.2 1.5 要調査 長寿命 B C B B B C C A - 部分対応 対応済 対応済 未対応

3 屋内運動場 RC 2 1,789 1981 S56 38 新 - - - 2020 35.9 4.3 要調査 長寿命 B C B B B C C - - 部分対応 未対応 未対応 対応済

1 教室・特別教室棟 RC 2 716 1967 S42 52 旧 済 済 0.78 2020 31.0 2.1 健全 長寿命 C B B B - C C B - - 対応済 部分対応 -

2 管理教室・特別教室棟・EV棟 RC 3 2,052 1979 S54 40 旧 済 - 0.72 2000 34.1 - 要補修 長寿命 B C B B B C C B B 部分対応 対応済 対応済 未対応

3 管理教室・特別教室棟 RC 2 521 1997 H9 22 新 - - - - - - 要補修 長寿命 B B B B B C B B - 部分対応 対応済 対応済 未対応

5 渡り廊下 RC 2 150 1993 H5 26 旧 済 - 1.33 - - - 要補修 長寿命 B C B B - C - - - - - 対応済 -

6 屋内運動場 S 1 700 1972 S47 47 旧 済 済 0.83 - - - 健全 長寿命 B B B B - C C - - - 未対応 部分対応 -

1 普通・特別教室棟・配膳室 RC 3 1,251 1969 S44 50 旧 済 済 0.71 2020 21.9 26.7 要補修 長寿命 B C B A B C C B - 部分対応 対応済 未対応 未対応

2 管理・教室・特別教室棟 RC 3 2,119 1971 S46 48 旧 済 済 0.73 2020 27.9 7.4 要補修 長寿命 D C B B B C C B - 部分対応 対応済 未対応 未対応

3 特別教室棟 RC 2 462 1985 S60 34 新 - - - 2020 29.1 14.8 要補修 長寿命 B C B B - C - A - - 部分対応 未対応 -

4 屋内運動場 S 1 934 1979 S54 40 旧 済 済 0.93 - - - 要補修 長寿命 B C B B B C C - - 部分対応 未対応 部分対応 対応済

1 管理教室棟・来賓玄関・職員玄関 RC 3 1,647 1971 S46 48 旧 済 済 0.70 2020 26.7 2.4 要補修 長寿命 C C B B B C C B - 未対応 対応済 部分対応 未対応

2 教室・特別教室棟 RC 3 1,759 1972 S47 47 旧 済 済 0.75 1997 23.9 - 要補修 長寿命 C C B C - C C - - - 未対応 部分対応 -

3 教室・特別教室棟 RC 3 631 1972 S47 47 旧 済 済 0.70 1996 23.8 - 要補修 長寿命 C C B C - C C - - - 未対応 部分対応 -

4 教室棟 RC 3 1,300 1984 S59 35 新 - - - 2020 28.6 1.6 要補修 長寿命 B C B B B C C B - 部分対応 部分対応 部分対応 未対応

5 屋内運動場 S 1 1,182 1979 S54 40 旧 済 済 0.82 - - - 要補修 長寿命 C C B B B C C - - 未対応 未対応 未対応 未対応

1 管理教室・特別教室棟 RC 3 1,938 1972 S47 47 旧 済 済 0.74 2020 19.9 7.4 要補修 長寿命 D C B C B C D A - 部分対応 部分対応 部分対応 未対応

2 普通教室棟、配膳室 RC 3 2,127 1972 S47 47 旧 済 済 0.73 2020 24.6 3.2 要補修 長寿命 C C C B B C C A - 部分対応 対応済 未対応 未対応

3 管理教室棟 RC 3 1,108 2004 H16 15 新 - - - - - - 要補修 長寿命 A C A B B B B A A 対応済 対応済 対応済 部分対応

4 屋内運動場 S 1 994 1979 S54 40 旧 済 済 1.25 - - - 要補修 長寿命 B B B B B C C - - 部分対応 未対応 部分対応 対応済

5 プール附属棟 S 1 59 1973 S48 46 旧 要補修 長寿命 C C B C C C C - - 未対応 - 未対応 未対応

プール 0 0 0 0 0 0 0 0 0

グラウンド 0 0 0 0 0 0 0 0 0

- 共用 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 管理・教室・特別教室棟 RC 3 3,264 1973 S48 46 旧 済 済 0.75 1998 15.6 - 健全 長寿命 A A A A A A A A - 対応済 対応済 部分対応 対応済

2 屋内運動場 S 1 1,001 1979 S54 40 旧 済 済 0.77 - - - 要補修 長寿命 B C B B B C C - - 部分対応 未対応 部分対応 対応済

3 プール附属棟 S 1 38 1978 S53 41 旧 要補修 長寿命 B B B B B C C - - 未対応 - 未対応

4 プール附属棟 S 1 20 1978 S53 41 旧 健全 長寿命 B B B B - - - - - - - 対応済

プール 0 0 0 0 0 0 0 0 0

グラウンド 0 0 0 0 0 0 0 0 0

- 共用 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 管理・普通教室、特別教室棟 RC 3 2,247 1977 S52 42 旧 済 - 0.83 1999 29.2 - 健全 長寿命 A A A A A A A A - 対応済 対応済 部分対応 対応済

2 普通・特別教室棟 RC 3 1,291 1977 S52 42 旧 済 - 0.89 1999 25.9 - 健全 長寿命 A A A A A A A A - 対応済 対応済 部分対応 未対応

3 屋内運動場 S 1 997 1979 S54 40 旧 済 済 0.73 - - - 要補修 長寿命 B B B B B C C - - 部分対応 未対応 対応済 対応済

4 プール附属棟 S 1 41 1979 S54 40 旧 健全 長寿命 B C C - B C C - - 未対応 - 未対応 未対応

5 プール附属棟 S 1 20 1979 S54 40 旧 健全 長寿命 C C C B - C - - - - - 未対応

プール 0 0 0 0 0 0 0 0 0

グラウンド

- 共用 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 西棟（配膳室、EV棟） RC 3 2,450 1977 S52 42 旧 済 済 0.83 1998 30.5 - 健全 長寿命 B B A A A A A A B 対応済 対応済 対応済 対応済

2 東棟（便所棟） RC 3 1,242 1977 S52 42 旧 済 済 0.89 1999 32.5 - 健全 長寿命 B B A A A A A A - 対応済 対応済 対応済 未対応

3 増築棟 RC 2 902 2014 H26 5 新 - - - - - - 健全 長寿命 A B A A A A A A - 対応済 対応済 対応済 未対応

4 プレハブ校舎 S 2 669 2012 H24 7 新 - - - - - - 健全 長寿命 A B A B B A A A - 対応済 対応済 部分対応 未対応

5 屋内運動場 S 1 1,011 1980 S55 39 旧 済 済 0.72 - - - 要補修 長寿命 B B B B B C C - - 部分対応 未対応 部分対応 対応済

6 プール附属棟 S 1 20 1979 S54 40 旧 健全 長寿命 C B C B - C - - - - - 未対応 未対応

7 プール附属棟 S 1 41 1979 S54 40 旧 健全 長寿命 C B B B B C C - - 未対応 - 未対応

プール 0 0 0 0 0 0 0 0 0

グラウンド 0 0 0 0 0 0 0 0 0

- 共用 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 管理・特別教室棟 RC 3 2,648 1977 S52 42 旧 済 済 0.76 1998 33.5 - 健全 長寿命 B A A A A A A A - 対応済 対応済 部分対応 対応済

2 特別教室棟 RC 1 260 1977 S52 42 旧 済 - 1.07 2006 38.8 - 健全 長寿命 A B A A - A A - - - 未対応 未対応 -

3 普通教室棟 RC 3 1,590 1977 S52 42 旧 済 済 0.73 1998 27.4 - 健全 長寿命 A B A A A A A A - 対応済 対応済 部分対応 未対応

4 屋内運動場 S 1 1,200 1979 S54 40 旧 済 済 0.84 - - - 要補修 長寿命 B C B B B C C - - 部分対応 未対応 未対応 未対応

5 プール附属棟 S 1 65 1982 S57 37 新 健全 長寿命 C C B B B C C - - 未対応 - 未対応 未対応

プール 0 0 0 0 0 0 0 0 0

グラウンド 0 0 0 0 0 0 0 0 0

- 共用 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 管理・普通・特別教室棟 RC 3 1,955 1980 S55 39 旧 済 済 0.76 1998 30.2 - 要調査 長寿命 C C C B B C C A - 部分対応 対応済 未対応 未対応

2 普通・特別教室棟 RC 3 1,850 1980 S55 39 旧 済 済 1.31 1999 25.1 - 要補修 長寿命 C C B B B C C B - 部分対応 対応済 未対応 未対応

3 屋内運動場 S 1 998 1981 S56 38 新 - - - - - - 要補修 長寿命 C D B B B A C - - 部分対応 未対応 対応済 対応済

4 プール附属棟 S 1 65 1981 S56 38 旧 健全 長寿命 C B B B - C C - - - -

プール 0 0 0 0 0 0 0 0 0

グラウンド 0 0 0 0 0 0 0 0 0

- 共用 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 管理・普通・特別教室棟 RC 3 3,795 1981 S56 38 新 - - - 2020 23.8 4.4 要補修 長寿命 C C B C B C C A - 対応済 対応済 部分対応 未対応

2 屋内運動場 S 1 994 1982 S57 37 新 - - - - - - 要調査 長寿命 B C B B B C C - - 部分対応 未対応 部分対応 対応済

3 プール附属棟 S 1 47 1982 S57 37 新 健全 長寿命 B B A B - C C - - - - 未対応

4 プール附属棟 S 1 17 1982 S57 37 新 健全 長寿命 C C B B B C C - - 未対応 - 未対応 未対応

プール 0 0 0 0 0 0 0 0 0

グラウンド 0 0 0 0 0 0 0 0 0

- 共用 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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結果

試算
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区分
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公津小学校

向台小学校

加良部小学校
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中台小学校

吾妻中学校

中性
化

（㎟）

学校名

(1) 基礎情報 (2) 躯体の健全性 (3) 劣化状況 (4) 整備水準
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01_小学校校舎 02_中学校校舎 03_義務教育学校校舎 04_中学校複合棟 05_小学校体育館 06_中学校体育館 07_義務教育学校体育館 08_小学校その他

中学校校舎 複合棟

中学校
体育館

小学校校舎

小学校
体育館

義務教育学校校舎

その他

対象施設
29校 143棟

18.8万㎡

築30年以上 88棟 61.5％ 10.4万㎡ 55.1％

築20年以上 104棟 72.7％ 11.7万㎡ 62.1％

新耐震基準（1982年以降）
76棟 53.1％ 10.9万㎡ 58.3％

旧耐震基準（1981年以前）
67棟 46.9％ 7.9万㎡ 41.7％

築50年以上
7棟 4.9％

0.9万㎡ 5.1％

築40年以上
47棟 32.9％

5.6万㎡ 29.4％

築30年以上
34棟 23.8％

3.9万㎡ 20.6％

築20年以上
16棟 11.2％

1.3万㎡ 7.2％

築10年以上
22棟 15.4％

3.1万㎡ 16.6％

築10年未満
17棟 11.8％

4.0万㎡ 21.1％

1971年以前
（帯筋等の法改正前）

10棟 2.1万㎡
（小規模建物除く）

整備のピーク
1971～1983年

64棟7.5万㎡（40％）
年あたり約5,800㎡

※大栄みらい学園を含む

大栄みらい学園
（建設中）

義務教育学校体育館
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これまでの11年間 今後の10年間 11年目以降

現在

建替え耐震改修 部位の修繕 長寿命化改修
（機能回復・機能向上）

長寿命化改修
（築後４１～５０年
の建物）

経常修繕

過去10年間
施設関連経費

19.3億円

今後10年間
25.7億円/年

1.3倍

40年間総額
1,009億円

（25.2億円/年）

中規模改修
（機能回復）

（億円）

（年度）

実施計画

年度） 年

㎡ 地上 2 階 地下 0 階

経年

1 □ アスファルト保護防水 □

□ アスファルト露出防水 □

■ シート防水 ■

■ 塗膜防水 ■

□ 金属屋根（長尺、折板） □

□ 屋根（ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ、スレート、瓦類） ■

□ その他屋根 （ ） □

2 外壁 ■ 複層塗り □ モルタル下地　（複層塗） □

□ 薄塗り（リシン等） □ モルタル下地　（薄塗） □

□ 打放し ■

□ タイル、石張り □

□ 金属系パネル □

□ コンクリート系パネル（ＡＬＣ等） ■

□ その他外壁 （ ） □

3 ■ アルミ製サッシ＋単板ガラス □

□ アルミ製サッシ＋複層ガラス ■

■ 鋼製サッシ □

□ 防音サッシ □

■ （ ） □

4 内部仕上 ■ 床 （ ） □

（教室・特別教室）■ 壁 （ ） □

（廊下） ■ 天井 （ ） □

■ 内部建具 （ ） □

□ 棚、備品等 （ ） □

□ 床 （ ） □

（トイレ） □ 壁 （ ） □

□ 天井 （ ） □

□ 内部建具 （ ） □

□ トイレブース （ ） □

□ 便器 （ ） □

5 電気設備 ■ （ ） □

□ 通信設備 （ ） □

□ 防災設備 （ ） □

□ その他 （ ） □

6 ■ 給水管 （ ） □

■ 排水管 （ ） □

□ 給湯設備 （ ） □

□ ガス管 （ ） □

■ 消火設備 （ ） □

7 空調設備 □ ） □

□ □ ） □

□ ダクト・配管設備 □

■ ） □

□ ）

8 昇降機 □ 乗用エレベーター （ 基 ） □

保守点検等や行政庁から指摘がある

天井に落下の危険がある
-

臭いがする

2019 年度

壁仕上材にひび割れ等の不具合がある

記入者 清水　隆行

施設名 公津小学校 学校番号 660 調査日 2019年10月7日

棟番号 2 建築年度 1967 年度　（ 昭和42 建築年数 築後 52

建物名 教室・特別教室棟 建物コード 49

部位
仕様

（該当する項目は「□」を選択。複数選択可。
（　）内及び空欄行には具体的な仕様名を記入）

改修履歴
評価

劣化事象
（複数回答可）

特記事項

構造種別 RC 延床面積 716 階数

年度 範囲

総合
評価

天井等に雨漏り痕がある

降雨時に雨漏りがある シートの上に
塗装がされ
ており塗装が
劣化している

C

保護層のひび割れ、目地の暴れ・欠損がある 広範囲

屋根葺材に錆・腐朽・欠損がある

防水層に膨れ・破れ等がある 広範囲

既存点検等で指摘がある

笠木に錆、変形、浮き、ひび割れ等がある 広範囲

剥落、浮き、爆裂、大きな亀裂がある チョーキング
あり

B

ひび割れ、錆汁がある

塗装の退色、膨れ、剥がれがある

内部に外壁からの漏水がある

広範囲

タイルや石に剥がれ、浮き、ひび割れがある

既存点検等で指摘がある

目地、建具周りのシーリングが劣化している 広範囲

窓・ドアの開閉、施錠等に不具合がある

B
外部手すり等に錆・腐朽・ぐらつきがある

窓・ドアに錆・腐食・変形・塗装の剥がれがある 数か所

窓・ドアの廻りに漏水がある

その他開口部 既存点検等で指摘がある

木製 内部建具に開閉、施錠等に不具合がある

壁仕上材にひび割れ等の不具合がある

床仕上材に使用上の支障がある

B

電力・電灯設備 蛍光灯 機器の全面的な錆・腐食・破損等

A

床仕上材に使用上の支障がある

機器が頻繁に故障する

保守点検等や行政庁から指摘がある

ブレーカーが時々落ちる

ガス漏れ検査で異常指摘がある

機器が頻繁に故障（異音・漏水）

保守点検等や行政庁から指摘がある -

A

A

屋内消火栓 保守点検等や行政庁から指摘がある

空調機器（

排水のつまりや臭い、蛇口からの錆水

水質・水量等で使用に支障がある

中央
方式

熱源設備（ 通常の使用に支障がある

ドレンのつまり等がある

■
個別
方式

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ空調設備（ 保守点検等や行政庁から指摘がある

その他（

機器に異音・異臭・漏水がある

屋根屋上

外部開口
部

給排水衛
生設備

長尺塩ビシート

ボードEP塗装

内部建具に開閉、施錠等に不具合がある

保守点検等や行政庁から指摘がある

化粧PB 天井に落下の危険がある

棟番号： 1教室・特別教室棟 棟番号： 1教室・特別教室棟 公津小学校

写真No. 1 写真No. 2

棟名 1教室・特別教室棟 棟名 1教室・特別教室棟

部位 屋根・屋上 部位 屋根・屋上

場所 屋根 場所 屋根

評価 C 評価 C

棟番号： 1教室・特別教室棟 棟番号： 1教室・特別教室棟

写真No. 3 写真No. 4

棟名 1教室・特別教室棟 棟名 1教室・特別教室棟

部位 外壁 部位 外壁

場所 南側 場所 劣化事象

評価 B 評価 B

棟番号： 1教室・特別教室棟 棟番号： 1教室・特別教室棟

写真No. 5 写真No. 6

棟名 1教室・特別教室棟 棟名 1教室・特別教室棟

部位 外壁 部位 外部開口部

場所 劣化事象 場所 南側

評価 B 評価 B

外壁(1) 外壁(2)

全景(1) 全景(2)

屋根・屋上(1) 屋根・屋上(2)

広範囲に劣化が見られ機
能上問題がある。

シート防水の上に塗膜防
水
塗布防水がはがれている

広範囲に劣化が見られ機
能上問題がある。

シート防水の上に塗膜防
水
塗布防水がはがれている

経年劣化による機能低下
が見られる。

チョーキングあり

経年劣化による機能低下
が見られる。

塗装の膨れあり

経年劣化による機能低下
が見られる。

軒裏塗装の剥がれあり

経年劣化による機能低下
が見られる。

アルミサッシ

各部位の劣化状況
・範囲・コメント(詳細)

Ａ案

棟名 構
造

延床
面積

建築
年度

築
年
数
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３ フォローアップ 

本計画は，中期計画が完了する 7年後に見直すとともに,新たなまちづくりの進展等による

学校環境を取り巻く大きな環境が変化した場合に計画を見直すこととします。 

本計画の実施にあたっては，維持・更新費用（単価），児童生徒数の動向など，Ｐ（計画）・

Ｄ（実施）・Ｃ（点検）・Ａ（改善）サイクルにより随時、継続的に見直し，改善を検討します。 

また，上位計画である成田市公共施設等総合管理計画など他の関連計画の進捗状況を踏ま

え，市全体の公共施設マネジメントと連携して本計画を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 22 継続的な見直しイメージ図 

2019
(H31)

2020
(H32)

2021
(H33)

2022
(H34)

2023
(H35)

2024
(H36)

2025
(H37)

2026
(H38)

2027
(H39)

2028
(H40)

2029
(H41)

2030
(H42)

2031
(H43)

2032
(H44)

2033
(H45)

2034
(H46)

2035
(H47)

2036
(H48)

2037
(H49)

2038
(H50)

1 北校舎西 2 校舎 メイン ＲＣ 3 1,376 1962 S37 55 387,468 387,468 387,468

2 北校舎東 3 校舎 メイン ＲＣ 4 2,190 1970 S45 47

3 中校舎 4 校舎 ＲＣ 2 1,392 1973 S48 44

4 昇降口 5 校舎 その他 ＲＣ 2 459 1974 S49 43

5 渡り廊下　1 6 校舎 その他 ＲＣ 2 64 1974 S49 43

6 本館 1 校舎 メイン ＲＣ 4 2,840 1977 S52 40 241,370 241,370

7 給湯室 16 校舎 その他 ＣＢ 1 32 1977 S52 40

8 体育館兼屋体（１） 7 屋体(1) メイン ＳＲＣ 2 1,533 1965 S40 52 196,000 196,000 196,000

9 武道場 8 屋体(1) サブ ＳＲＣ 1 573 1971 S46 46

10 屋体（１） 10 屋体(1) サブ Ｓ 2 246 1978 S53 39

17 プール プール 300 1979 S54 30,300 30,300 30,300

2039
(H51)

～
2048
(H60)

棟の使
用区分

建物基本情報

学科

学級数

棟名

建築年度

築
年
数

棟
番
号

構造
階
数

延床
面積
（㎡）

表
示
順

棟の用途
区分

20年後 30年後10年後

磐田西高等学
校

《学級数》
全日制：18

《延床面積》
11,553㎡

《過程》
全日制単独

《学科》
普通
商業

施設概要
西暦 和暦

年次計画（目標耐用年数/修繕・改修サイクル）

集約化 今後の
コスト

廃止

学校施設の目指すべ
き姿の実現へ

⚫施設総量の削減

⚫施設情報の把握（施設

カルテ）

⚫施設の集約化・複合化

⚫業務のアウトソーシング

等

DO
実施

PLAN
計画

ＰＤＣＡの確立
CHECK

点検

ACTION
改善

保全内容(使用年数 改修    )

20年・30年

長
寿
命
化
の
実
施
計
画
の
策
定

市
の
将
来
変
化
の
把
握

（
ソ
フ
ト
面
）
改
善
検
討

2019
(H31)

2020
(H32)

2021
(H33)

2022
(H34)

2023
(H35)

2024
(H36)

2025
(H37)

2026
(H38)

2027
(H39)

2028
(H40)

2029
(H41)

2030
(H42)

2031
(H43)

2032
(H44)

2033
(H45)

2034
(H46)

2035
(H47)

2036
(H48)

2037
(H49)

2038
(H50)

1 北校舎西 2 校舎 メイン ＲＣ 3 1,376 1962 S37 55 387,468 387,468 387,468

2 北校舎東 3 校舎 メイン ＲＣ 4 2,190 1970 S45 47

3 中校舎 4 校舎 ＲＣ 2 1,392 1973 S48 44

4 昇降口 5 校舎 その他 ＲＣ 2 459 1974 S49 43

5 渡り廊下　1 6 校舎 その他 ＲＣ 2 64 1974 S49 43

6 本館 1 校舎 メイン ＲＣ 4 2,840 1977 S52 40 241,370 241,370

7 給湯室 16 校舎 その他 ＣＢ 1 32 1977 S52 40

8 体育館兼屋体（１） 7 屋体(1) メイン ＳＲＣ 2 1,533 1965 S40 52 196,000 196,000 196,000

9 武道場 8 屋体(1) サブ ＳＲＣ 1 573 1971 S46 46

10 屋体（１） 10 屋体(1) サブ Ｓ 2 246 1978 S53 39

17 プール プール 300 1979 S54 30,300 30,300 30,300

2039
(H51)

～
2048
(H60)

棟の使
用区分

建物基本情報

学科

学級数

棟名

建築年度

築
年
数

棟
番
号

構造
階
数

延床
面積
（㎡）

表
示
順

棟の用途
区分

20年後 30年後10年後

磐田西高等学
校

《学級数》
全日制：18

《延床面積》
11,553㎡

《過程》
全日制単独

《学科》
普通
商業

施設概要
西暦 和暦

年次計画（目標耐用年数/修繕・改修サイクル）

143,162 143,162 143,162

123,761 123,761 123,761

32,048 32,048 128,852

32,048 32,048

32,048 32,048

373,807 373,807

8,710 8,710 8,710

127,788 127,788 127,788

33,289

373,807 373,807

80,301 80,301 80,301

2019
(H31)

2020
(H32)

2021
(H33)

2022
(H34)

2023
(H35)

2024
(H36)

2025
(H37)

2026
(H38)

2027
(H39)

2028
(H40)

2029
(H41)

2030
(H42)

2031
(H43)

2032
(H44)

2033
(H45)

2034
(H46)

2035
(H47)

2036
(H48)

2037
(H49)

2038
(H50)

1 北校舎西 2 校舎 メイン ＲＣ 3 1,376 1962 S37 55 387,468 387,468 387,468

2 北校舎東 3 校舎 メイン ＲＣ 4 2,190 1970 S45 47

3 中校舎 4 校舎 ＲＣ 2 1,392 1973 S48 44

4 昇降口 5 校舎 その他 ＲＣ 2 459 1974 S49 43

5 渡り廊下　1 6 校舎 その他 ＲＣ 2 64 1974 S49 43

6 本館 1 校舎 メイン ＲＣ 4 2,840 1977 S52 40 241,370 241,370

7 給湯室 16 校舎 その他 ＣＢ 1 32 1977 S52 40

8 体育館兼屋体（１） 7 屋体(1) メイン ＳＲＣ 2 1,533 1965 S40 52 196,000 196,000 196,000

9 武道場 8 屋体(1) サブ ＳＲＣ 1 573 1971 S46 46

10 屋体（１） 10 屋体(1) サブ Ｓ 2 246 1978 S53 39

17 プール プール 300 1979 S54 30,300 30,300 30,300

2039
(H51)

～
2048
(H60)

棟の使
用区分

建物基本情報

学科

学級数

棟名

建築年度

築
年
数

棟
番
号

構造
階
数

延床
面積
（㎡）

表
示
順

棟の用途
区分

20年後 30年後10年後

磐田西高等学
校

《学級数》
全日制：18

《延床面積》
11,553㎡

《過程》
全日制単独

《学科》
普通
商業

施設概要
西暦 和暦

年次計画（目標耐用年数/修繕・改修サイクル）

大規模改修

改築

改善

建物情報一覧

ハード面の
ルール

（保全計画）

現在

（中長期の視点で
見直す）

保有する学校施設の
長寿命化計画への反映

継続的に効果を生み出す

直近の事業
（７年間）

人口変化

今後の
コスト

見直し

今後４０年間の計画
（目標使用年数・修繕・改修）

現在 20年後10年後

変化に応じた
継続的な
見直し 
改善検討

継続的な

管理・運営

の見直し

改善４

改善 改善

横断的
視点で
見直す

継続的な実施

変化
要因

策定後

今回

民間活用による運
営管理の効率化

上位計画 財政状況 教育環境

学校体育館

近隣センター
小学校

保育園

複数校または
近隣公共施設
と維持管理業
務の一括化等
運営面の連携

A小学校

B小学校

C小学校 D小学校

E小学校

A中学校

B中学校

複数校で
施設の共用化

複合化、複数
校で施設の共
用化検討

高齢者人口
生産年齢
年少人口

久住駅前
(土地区画整理事業)

成田・公津
・      

八生・豊住

中郷・久住

遠山

大栄

下総

地域変化
（開発動向）

築20年以上 104棟 72.7％ 11.7万㎡ 62.1％

年度

延床面積（㎡）

建物用途別／築年度別所有状況表（床面積㎡）

1
9
6
1以

前

1
9
6
2

1
9
6
3

1
9
6
4

1
9
6
5

1
9
6
6

1
9
6
7

1
9
6
8

1
9
6
9

1
9
7
0

1
9
7
1

1
9
7
2

1
9
7
3

1
9
7
4

1
9
7
5

1
9
7
6

1
9
7
7

1
9
7
8

1
9
7
9

1
9
8
0

1
9
8
1

1
9
8
2

1
9
8
3

1
9
8
4

1
9
8
5

1
9
8
6

1
9
8
7

1
9
8
8

1
9
8
9

1
9
9
0

1
9
9
1

1
9
9
2

1
9
9
3

1
9
9
4

1
9
9
5

1
9
9
6

1
9
9
7

1
9
9
8

1
9
9
9

2
0
0
0

2
0
0
1

2
0
0
2

2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
0
5

2
0
0
6

2
0
0
7

2
0
0
8

2
0
0
9

2
0
1
0

2
0
1
1

2
0
1
2

2
0
1
3

2
0
1
4

2
0
1
5

2
0
1
6

2
0
1
7

2
0
1
8

2
0
1
9

2
0
2
0

5,000

10,000

15,000

01_小学校校舎 02_中学校校舎 03_義務教育学校校舎 04_中学校複合棟 05_小学校体育館 06_中学校体育館 07_義務教育学校体育館 08_小学校その他

中学校校舎 複合棟

中学校
体育館

小学校校舎

小学校
体育館

義務教育学校校舎

その他

対象施設
29校 143棟

18.8万㎡

築30年以上 88棟 61.5％ 10.4万㎡ 55.2％

新耐震基準（1982年以降）
76棟 53.1％ 10.9万㎡ 58.0％

旧耐震基準（1981年以前）
67棟 46.9％ 7.9万㎡ 42.0％

築50年以上
7棟 4.9％

0.9万㎡ 4.8％

築40年以上
47棟 32.8％

5.6万㎡ 29.8％

築30年以上
34棟 23.8％

3.9万㎡ 20.7％

築20年以上
16棟 11.2％

1.3万㎡ 6.9％

築10年以上
22棟 15.4％

3.1万㎡ 16.5％

築10年未満
17棟 11.9％

4.0万㎡ 21.3％

1971年以前
（帯筋等の法改正前）

10棟 2.1万㎡
（小規模建物除く）

整備のピーク
1971～1993年

64棟7.5万㎡（40％）
年あたり約5,800㎡

大栄みらい学園含む

2
0
2
0

大栄みらい学園
（建設中）

義務教育学校体育館

（㎡）

今後
の変化

人口

現在

学校施設

学校施設

18.8万㎡

1.3倍の
かい離
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参考資料 令和元（2019）年度建物情報一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　長寿命化計画対象施設 29校　143棟　188, 348㎡

188,340 マクロ試算 基準： 2019 年

建物基本情報 構造躯体の健全性 躯体以外の劣化状況（総合評価）                  整備水準

耐震安全性 1次評価 棟 共用
学習
環境

ユニバーサ
ルデザイン

1 教室棟、渡廊下・配膳室 RC 3 3,059 1961 S36 58 旧 済 済 0.74 2020 19.3 5.0 要補修 建替え C B B B B C C A B - - - - - - 対応済 部分対応 未対応

2 普通教室棟・特別教室棟 RC 3 3,488 1966 S41 53 旧 済 済 0.71 2020 28.2 1.5 要調査 建替え B C B B B C C A - - - - - - - 対応済 部分対応 -

3 屋内運動場 RC 2 1,789 1981 S56 38 新 - - - 2020 35.9 4.3 要調査 長寿命 B C B B B C C - - - - - - - - 対応済 未対応 対応済

4 プール附属室 CB 1 47 1970 S45 49 旧 - - - - - - 健全 建替え B B B B B C C - - - - - - - - 未対応 - -

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - B B B B B B - - -

1 管理教室・特別教室棟 RC 3 2,275 1971 S46 48 旧 済 済 0.72 2020 34.9 3.8 要補修 建替え C C B B B C C A B - - - - - - 対応済 対応済 対応済

2 屋内運動場 RC 2 759 1974 S49 45 旧 済 済 0.73 2020 42.8 2.9 要補修 長寿命 C C C B B C C - - - - - - - - 対応済 未対応 未対応

3 プール附属室 CB 1 59 1973 S48 46 旧 - - - - - - 健全 建替え B B B B B C C - - - - - - - - 未対応 - -

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - B B B D B B - - -

1 管理教室・特別教室棟 RC 3 2,544 1971 S46 48 旧 済 済 0.74 2008 21.7 - 要補修 建替え C B C B B C C B - - - - - - - 対応済 対応済 -

2 普通教室棟 RC 3 719 1978 S53 41 旧 済 - 0.74 2000 25.2 - 要補修 長寿命 B C B B B C C B - - - - - - - 対応済 対応済 未対応

3 普通教室・特別教室棟 RC 3 752 1988 S63 31 新 - - - 2020 23.7 0.9 要補修 長寿命 B C B B - C B B - - - - - - - - 対応済 -

4 プレハブ教室 S 1 316 2014 H26 5 新 - - - - - - 健全 建替え A A B A A A A A - - - - - - - 対応済 対応済 -

5 屋内運動場 RC 2 1,261 2004 H16 15 新 - - - - - - 要補修 長寿命 A B A B A B B B - - - - - - - 対応済 未対応 対応済

6 プール附属室 W 1 55 1986 S61 33 新 - - - - - - 要補修 建替え C C B B B C C - - - - - - - - 未対応 - -

7 プール附属室 CB 1 25 1968 S43 51 旧 - - - - - - 健全 建替え B B B B - C - - - - - - - - - - - -

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - A A A C B B - - -

1 管理・普通教室、特別教室棟 RC 2 1,782 1972 S47 47 旧 済 済 0.72 2020 26.1 - 要補修 長寿命 B B B B B A A A - - - - - - - 対応済 対応済 -

2 普通・特別教室棟・渡り廊下 RC 2 1,306 2011 H23 8 新 - - - - - - - 長寿命 B B A A A A A A A - - - - - - 対応済 対応済 対応済

3 図工室 S 1 81 1999 H11 20 新 - - - - - - 要補修 建替え C C B B - C B B - - - - - - - - 対応済 -

4 プレハブ教室棟 S 2 492 2016 H28 3 新 - - - - - - 健全 建替え A B A A B A A A - - - - - - - 対応済 対応済 -

5 屋内運動場 RC 2 758 1975 S50 44 旧 済 済 0.86 2020 31.8 11.1 要補修 長寿命 B B C B C C C - - - - - - - - 対応済 未対応 未対応

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - A A B - B B - - -

1 普通教室棟 RC 2 1,838 1977 S52 42 旧 済 - 1.17 1996 25.9 - 健全 長寿命 A A A A A A A A - - - - - - - 対応済 対応済 対応済

2 多目的室 S 1 66 1992 H4 27 新 - - - - - - 健全 建替え A A A A - C C C - - - - - - - - 対応済 -

3 屋内運動場 RC 2 755 1980 S55 39 旧 済 - 1.02 2020 37.9 3.1 健全 長寿命 C A B B B C - - - - - - - - - 対応済 未対応 未対応

4 プール附属室 CB 1 26 1981 S56 38 旧 - - - - - - 健全 建替え B C C - - C - - - - - - - - - - - -

5 プール附属室 CB 1 38 1981 S56 38 旧 - - - - - - 健全 建替え B C B C B C C - - - - - - - - 未対応 - -

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - B C B C B B - - -

1 教室棟 RC 2 901 1968 S43 51 旧 済 済 0.77 1996 31.7 - 要補修 建替え B C B B - C C A - - - - - - - - 対応済 -

2 管理・特別教室棟 RC 2 1,424 1979 S54 40 旧 済 済 0.74 1996 31.6 - 要調査 長寿命 C B B B B C C B - - - - - - - 対応済 部分対応 未対応

3 便所 RC 1 58 1995 H7 24 新 - - - - - - 健全 建替え B B B - B C B - - - - - - - - 対応済 - -

4 屋内運動場 S 2 701 1978 S53 41 旧 済 済 0.80 - - - 要補修 長寿命 B C C C B A C - - - - - - - - 対応済 未対応 対応済

5 附属棟 S 1 59 1971 S46 48 旧 - - - - - - 要補修 建替え A B C B B C - - - - - - - - - 未対応 - -

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - A B C D B B - - -

1 教室・特別教室棟 RC 2 716 1967 S42 52 旧 済 済 0.78 2020 31.0 2.1 健全 建替え C B B B - C C B - - - - - - - - 部分対応 -

2 管理教室・特別教室棟・EV棟 RC 3 2,052 1979 S54 40 旧 済 - 0.72 2000 34.1 - 要補修 長寿命 B C B B B C C B B - - - - - - 対応済 部分対応 対応済

3 管理教室・特別教室棟 RC 2 521 1997 H9 22 新 - - - - - - 要補修 長寿命 B B B B B C B B - - - - - - - 対応済 対応済 -

4 便所 RC 1 54 1996 H8 23 新 - - - - - - 健全 建替え C C B - B C B - - - - - - - - 対応済 - -

5 渡り廊下 RC 2 150 1993 H5 26 旧 済 - 1.33 - - - 要補修 長寿命 B C B B - C - - - - - - - - - - - -

6 屋内運動場 S 1 700 1972 S47 47 旧 済 済 0.83 - - - 健全 長寿命 B B B B - C C - - - - - - - - - 未対応 未対応

7 プール附属室 CB 1 24 1969 S44 50 旧 - - - - - - 健全 建替え B C C B - C - - - - - - - - - - - -

8 プール附属室 W 1 60 1989 H1 30 新 - - - - - - 健全 建替え B C B B - C C - - - - - - - - - - -

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - B B C D B B - - -

1 普通・特別教室棟・配膳室 RC 3 1,251 1969 S44 50 旧 済 済 0.71 2020 21.9 26.7 要補修 建替え B C B A B C C B - - - - - - - 対応済 部分対応 -

2 管理・教室・特別教室棟 RC 3 2,119 1971 S46 48 旧 済 済 0.73 2020 27.9 7.4 要補修 建替え D C B B B C C B - - - - - - - 対応済 部分対応 未対応

3 特別教室棟 RC 2 462 1985 S60 34 新 - - - 2020 29.1 14.8 要補修 長寿命 B C B B - C - A - - - - - - - - 部分対応 -

4 屋内運動場 S 1 934 1979 S54 40 旧 済 済 0.93 - - - 要補修 長寿命 B C B B B C C - - - - - - - - 対応済 未対応 対応済

5 プール附属室 CB 1 59 1972 S47 47 旧 - - - - - - 要補修 建替え B C B C B C C - - - - - - - - 未対応 - -

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - A B D B C B - - -

1 管理教室・特別教室棟 RC 3 1,938 1972 S47 47 旧 済 済 0.74 2020 19.9 7.4 要補修 長寿命 D C B C B C D A - - - - - - - 対応済 部分対応 -

2 普通教室棟、配膳室 RC 3 2,127 1972 S47 47 旧 済 済 0.73 2020 24.6 3.2 要補修 長寿命 C C C B B C C A - - - - - - - 対応済 対応済 -

3 普通教室棟 RC 3 1,108 2004 H16 15 新 - - - - - - 要補修 長寿命 A C A B B B B A A - - - - - - 対応済 対応済 対応済

4 屋内運動場 S 1 994 1979 S54 40 旧 済 済 1.25 - - - 要補修 長寿命 B B B B B C C - - - - - - - - 対応済 未対応 対応済

5 プール附属棟 CB 1 59 1973 S48 46 旧 - - - - - - 要補修 建替え C C B C C C C - - - - - - - - 未対応 - -

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - A B C B B D - - -

和暦
基
準

NO 棟名 構造
西暦

地下
階

学校名
築
年
数

生
活
環
境

（
ト
イ
レ
洋
式
化

）

多
目
的
ト
イ
レ
・

車
椅
子
ト
イ
レ

教
室
の
空
調
化

グ
ラ
ウ
ン
ド

遊
具

屋
根
・
屋
上

外
壁

外
部
開
口
部

内
部
仕
上
げ

内
部

（
ト
イ
レ

）

電
気
設
備

給
排
水
衛
生
設
備

冷
暖
房
換
気
設
備

昇
降
機

外
溝

プ
ー

ル

受
変
電
設
備

給
水
設
備

加良部小学校

目視
結果

試算
上の
区分

補
強

成田小学校

遠山小学校

三里塚小学校

久住小学校

豊住小学校

八生小学校

公津小学校

中性
化

（㎟）

向台小学校

延床
面積
（㎡）

建築年度

地上
階

圧縮
強度
（N/
㎟）

診
断

I
S
値

調査
年度

小学校 19校 97棟 100 ,999㎡

中学校 8校 35棟 60,594㎡

義務教育校 2校 11棟 26,755㎡

凡例

 ： 1971(S46)年以前

 ： 1972(S47)年から1981(S56)年の間

建築年度

【建物基本情報】
Ａ  ： 概ね良好 -

Ｂ

Ｃ

Ｄ  ： 早急に対応が必要

【躯体以外の劣化状況】

 ： 広範囲に劣化

 ： 評価対象外（対象部位無し　等）

 ： 部分的に劣化

評価

(生活環境) (ユニバーサルデザイン) (安全面)

移動円滑化

(学習環境)

教室の空調化 誰でもトイレの設置状況

対応済 ：アスベスト対応済

部分対応 ：封じ込め及び経過観察

対応済 ：耐震化対応

部分対応 ：耐震化部分的に対応

未対応 耐震化未対応

：多目的トイレの設置

部分対応 ：車椅子用トイレの設置

未対応 ：多目的、車椅子用トイレの設置なし

対応済 ：エレベーターにより各フロアへの移動が可能

部分対応 ：スロープにより1階への移動が可能

未対応 ：スロープがなく車椅子対応していない

対応済 ：ドライ化・洋式化対応済

未対応 ：洋式化未対応

対応済 ：全教室対応済

：部分的に空調化対応

未対応 ：空調化未対応

部分対応

普通教室の空調化の状況

対応済

アスベスト対応

部分対応 ：洋式化対応済、若しくは部分的にドライ化

トイレ トイレのドライ化・洋式化の状況 車椅子での移動の状況 非構造部材 非構造部材の対応状況

【整備水準】

多目的トイレの設置状況

調査年度２０１９年度

(生活環境) (ユニバーサルデザイン) (安全面)

移動円滑化

(学習環境)

教室の空調化 誰でもトイレの設置状況

対応済 ：アスベスト対応済

部分対応 ：封じ込め及び経過観察

対応済 ：耐震化対応

部分対応 ：耐震化部分的に対応

未対応 耐震化未対応

：多目的トイレの設置

部分対応 ：車椅子用トイレの設置

未対応 ：多目的、車椅子用トイレの設置なし

対応済 ：エレベーターにより各フロアへの移動が可能

部分対応 ：スロープにより1階への移動が可能

未対応 ：スロープがなく車椅子対応していない

対応済 ：ドライ化・洋式化対応済

未対応 ：洋式化未対応

対応済 ：全教室対応済

：部分的に空調化対応

未対応 ：空調化未対応

部分対応

普通教室の空調化の状況

対応済

アスベスト対応

部分対応 ：洋式化対応済、若しくは部分的にドライ化

トイレ トイレのドライ化・洋式化の状況 車椅子での移動の状況 非構造部材 非構造部材の対応状況

【整備水準】

凡例

 ： 1971(S46)年以前

 ： 1972(S47)年から1981(S56)年の間

建築年度

【建物基本情報】
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Ａ  ： 概ね良好 -

Ｂ

Ｃ

Ｄ  ： 早急に対応が必要

【躯体以外の劣化状況】

 ： 広範囲に劣化

 ： 評価対象外（対象部位無し　等）

 ： 部分的に劣化

評価

建物基本情報 構造躯体の健全性 躯体以外の劣化状況（総合評価）                  整備水準

耐震安全性 1次評価 棟 共用
学習
環境

ユニバーサ
ルデザイン

1 管理・教室・特別教室棟 RC 3 3,264 1973 S48 46 旧 済 済 0.75 1998 15.6 - 健全 長寿命 A A A A A A A A - - - - - - - 対応済 対応済 対応済

2 屋内運動場 S 1 1,001 1979 S54 40 旧 済 済 0.77 - - - 要補修 長寿命 B C B B B C C - - - - - - - - 対応済 未対応 対応済

3 プール附属棟 CB 1 38 1978 S53 41 旧 - - - - - - 要補修 建替え B B B B B C C - - - - - - - - 未対応 - -

4 プール附属棟 CB 1 20 1978 S53 41 旧 - - - - - - 健全 建替え B B B B - - - - - - - - - - - - - -

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - A A Ｂ B A A - - -

1 管理・普通教室、特別教室棟 RC 3 2,247 1977 S52 42 旧 済 - 0.83 1999 29.2 - 健全 長寿命 A A A A A A A A - - - - - - - 対応済 部分対応 対応済

2 普通・特別教室棟 RC 3 1,291 1977 S52 42 旧 済 - 0.89 1999 25.9 - 健全 長寿命 A A A A A A A A - - - - - - - 対応済 対応済 -

3 屋内運動場 S 1 997 1979 S54 40 旧 済 済 0.73 - - - 要補修 長寿命 B B B B B C C - - - - - - - - 対応済 未対応 対応済

4 プール附属棟 CB 1 41 1979 S54 40 旧 - - - - - - 健全 建替え B C C - B C C - - - - - - - - 未対応 - -

5 プール附属棟 CB 1 20 1979 S54 40 旧 - - - - - - 健全 建替え C C C B - C - - - - - - - - - - - -

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - A B A B A A - - -

1 西棟（配膳室、EV棟） RC 3 2,450 1977 S52 42 旧 済 済 0.83 1998 30.5 - 健全 長寿命 B B A A A A A A B - - - - - - 対応済 部分対応 対応済

2 東棟（便所棟） RC 3 1,242 1977 S52 42 旧 済 済 0.89 1999 32.5 - 健全 長寿命 B B A A A A A A - - - - - - - 対応済 対応済 -

3 増築棟 RC 2 902 2014 H26 5 新 - - - - - - 健全 長寿命 A B A A A A A A - - - - - - - 対応済 対応済 -

4 プレハブ校舎 S 2 669 2012 H24 7 新 - - - - - - 健全 建替え A B A B B A A A - - - - - - - 対応済 対応済 -

5 屋内運動場 S 1 1,011 1980 S55 39 旧 済 済 0.72 - - - 要補修 長寿命 B B B B B C C - - - - - - - - 対応済 未対応 対応済

6 プール附属棟 CB 1 20 1979 S54 40 旧 - - - - - - 健全 建替え C B C B - C - - - - - - - - - - - -

7 プール附属棟 CB 1 41 1979 S54 40 旧 - - - - - - 健全 建替え C B B B B C C - - - - - - - - 未対応 - -

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - A A A C A A - - -

1 管理・普通・特別教室棟 RC 3 1,955 1980 S55 39 旧 済 済 0.76 1998 30.2 - 要調査 長寿命 C C C B B C C A - - - - - - - 対応済 部分対応 -

2 普通・特別教室棟 RC 3 1,850 1980 S55 39 旧 済 済 1.31 1999 25.1 - 要補修 長寿命 C C B B B C C B - - - - - - - 対応済 部分対応 未対応

3 屋内運動場 S 1 998 1981 S56 38 新 - - - - - - 要補修 長寿命 C D B B B A C - - - - - - - - 対応済 未対応 対応済

4 プール附属棟 CB 1 65 1981 S56 38 旧 - - - - - - 健全 建替え C B B B - C C - - - - - - - - - - -

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - B B C B B C - - -

1 管理・普通・特別教室棟 RC 3 3,795 1981 S56 38 新 - - - 2020 23.8 4.4 要補修 長寿命 C C B C B C C A - - - - - - - 対応済 部分対応 未対応

2 屋内運動場 S 1 994 1982 S57 37 新 - - - - - - 要調査 長寿命 B C B B B C C - - - - - - - - 対応済 未対応 対応済

3 プール附属棟 CB 1 47 1982 S57 37 新 - - - - - - 健全 建替え B B A B - C C - - - - - - - - - - -

4 プール附属棟 CB 1 17 1982 S57 37 新 - - - - - - 健全 建替え C C B B B C C - - - - - - - - 未対応 - -

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - A B B B C C - - -

1 管理・特別・普通教室棟 RC 3 2,673 1984 S59 35 新 - - - 2020 37.0 1.4 要補修 長寿命 C B C A B C C A - - - - - - - 対応済 部分対応 部分対応

2 普通教室棟 RC 3 963 1987 S62 32 新 - - - 2020 27.8 3.7 要補修 長寿命 A B B B B C C C A - - - - - - 対応済 対応済 部分対応

3 屋内運動場・地域連携 RC 2 1,246 1985 S60 34 新 - - - 2020 38.2 4.0 要補修 長寿命 B C B B B C C - - - - - - - - 対応済 未対応 対応済

4 プール附属棟 CB 1 68 1985 S60 34 新 - - - - - - 要調査 建替え B B B B B C - - - - - - - - - 未対応 - -

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - A B B D B B - - -

1 管理・普通特別教室棟 RC 3 4,248 1989 H1 30 新 - - - 2020 22.9 9.3 要補修 長寿命 B C B B B C B A - - - - - - - 対応済 部分対応 未対応

2 プレハブコンピューター教室 S 1 135 2000 H12 19 新 - - - - - - 健全 建替え B B B B - B - B - - - - - - - - 対応済 -

3 プレハブ教室棟 S 2 718 2002 H14 17 新 - - - - - - 健全 建替え B B B C B B B B - - - - - - - 対応済 対応済 -

4 プレハブ昇降口 S 1 54 2002 H14 17 新 - - - - - - 健全 建替え B B B B - B - - - - - - - - - - - -

5 屋内運動場 RC 2 1,382 1990 H2 29 新 - - - 2020 39.5 18.9 要補修 長寿命 C C B B B C B A - - - - - - - 対応済 未対応 対応済

6 プール附属棟 CB 1 76 1990 H2 29 新 - - - - - - 健全 建替え B B B B B C B - - - - - - - - 未対応 - -

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - A A A B B B - - -

1 管理・普通・特別教室棟 RC 3 4,693 1992 H4 27 新 - - - 2020 33.5 11.0 健全 長寿命 C C B B B C B A - - - - - - - 対応済 対応済 未対応

2 特別教室棟 RC 2 463 2018 H30 1 新 - - - - - - 健全 長寿命 A A A A - A - A - - - - - - - - 対応済 -

3 屋内運動場・地域連携 RC 2 1,530 1993 H5 26 新 - - - 2020 36.2 6.7 - 長寿命 B C B B B C B B - - - - - - - 対応済 未対応 対応済

4 プール附属棟 RC 1 85 1993 H5 26 新 - - - - - - 健全 建替え B B B B B C - - - - - - - - - 対応済 - -

5 プール附属棟 RC 1 27 1993 H5 26 新 - - - - - - 健全 建替え B B B B B C - - - - - - - - - 対応済 - -

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - B A A B B B - - -

1 普通教室棟 RC 2 1,802 2005 H17 14 新 - - - - - - 健全 長寿命 A B A A A B B A - - - - - - - 対応済 対応済 -

2 管理・普通教室棟 RC 2 1,796 2005 H17 14 新 - - - - - - 健全 長寿命 A B A A A B B A B - - - - - - 対応済 対応済 対応済

3 特別教室棟 RC 2 1,645 2005 H17 14 新 - - - - - - 健全 長寿命 A B A A A B B A - - - - - - - 対応済 部分対応 対応済

4 普通教室棟 RC 2 1,770 2011 H23 8 新 - - - - - - 健全 長寿命 B B A A A A A A - - - - - - - 対応済 対応済 -

5 屋内運動場・地域連携 RC 2 1,201 2005 H17 14 新 - - - - - - 健全 長寿命 A B A A A B B - - - - - - - - 対応済 部分対応 対応済

6 プール附属棟 RC 1 58 2005 H17 14 新 - - - - - - 健全 建替え A B A A - - - - - - - - - - - 対応済 - -

7 プール附属棟 RC 1 43 2005 H17 14 新 - - - - - - 健全 建替え A B A A A B B - - - - - - - - 対応済 - -

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - B B B B A B - - -

1 普通・特別教室棟 RC 2 5,179 2006 H18 13 新 - - - - - - 健全 長寿命 A A A A A B B A A - - - - - - 対応済 部分対応 対応済

2 屋内運動場 RC 1 1,284 2006 H18 13 新 - - - - - - 健全 長寿命 A B A B A B B B - - - - - - - 対応済 未対応 対応済

3 プール附属棟 RC 1 116 2006 H18 13 新 - - - - - - 健全 建替え A A A A A B B - - - - - - - - 対応済 - -

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - A A A A A B - - -

和暦
基
準

NO 棟名 構造
西暦
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階

学校名
築
年
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生
活
環
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（
ト
イ
レ
洋
式
化

）

多
目
的
ト
イ
レ
・
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椅
子
ト
イ
レ

教
室
の
空
調
化

グ
ラ
ウ
ン
ド

遊
具

屋
根
・
屋
上

外
壁

外
部
開
口
部

内
部
仕
上
げ

内
部

（
ト
イ
レ

）

電
気
設
備

給
排
水
衛
生
設
備

冷
暖
房
換
気
設
備

昇
降
機

外
溝

プ
ー

ル

受
変
電
設
備

給
水
設
備

橋賀台小学校

新山小学校

吾妻小学校

玉造小学校

目視
結果

試算
上の
区分

補
強

中性
化

（㎟）

延床
面積
（㎡）

建築年度

地上
階

圧縮
強度
（N/
㎟）

診
断

I
S
値

調査
年度

中台小学校

神宮寺小学校

平成小学校

本城小学校

公津の杜小学校

美郷台小学校

 
(生活環境) (ユニバーサルデザイン) (安全面)

移動円滑化

(学習環境)

教室の空調化 誰でもトイレの設置状況

対応済 ：アスベスト対応済

部分対応 ：封じ込め及び経過観察

対応済 ：耐震化対応

部分対応 ：耐震化部分的に対応

未対応 耐震化未対応

：多目的トイレの設置

部分対応 ：車椅子用トイレの設置

未対応 ：多目的、車椅子用トイレの設置なし

対応済 ：エレベーターにより各フロアへの移動が可能

部分対応 ：スロープにより1階への移動が可能

未対応 ：スロープがなく車椅子対応していない

対応済 ：ドライ化・洋式化対応済

未対応 ：洋式化未対応

対応済 ：全教室対応済

：部分的に空調化対応

未対応 ：空調化未対応

部分対応

普通教室の空調化の状況

対応済

アスベスト対応

部分対応 ：洋式化対応済、若しくは部分的にドライ化

トイレ トイレのドライ化・洋式化の状況 車椅子での移動の状況 非構造部材 非構造部材の対応状況

【整備水準】

（生活環境） 

トイレ  洋式化の状況 

  対応済：洋式化対応済 

(生活環境) (ユニバーサルデザイン) (安全面)

移動円滑化

(学習環境)

教室の空調化 誰でもトイレの設置状況

対応済 ：アスベスト対応済

部分対応 ：封じ込め及び経過観察

対応済 ：耐震化対応

部分対応 ：耐震化部分的に対応

未対応 耐震化未対応

：多目的トイレの設置

部分対応 ：車椅子用トイレの設置

未対応 ：多目的、車椅子用トイレの設置なし

対応済 ：エレベーターにより各フロアへの移動が可能

部分対応 ：スロープにより1階への移動が可能

未対応 ：スロープがなく車椅子対応していない

対応済 ：ドライ化・洋式化対応済

未対応 ：洋式化未対応

対応済 ：全教室対応済

：部分的に空調化対応

未対応 ：空調化未対応

部分対応

普通教室の空調化の状況

対応済

アスベスト対応

部分対応 ：洋式化対応済、若しくは部分的にドライ化

トイレ トイレのドライ化・洋式化の状況 車椅子での移動の状況 非構造部材 非構造部材の対応状況

【整備水準】

(生活環境) (ユニバーサルデザイン) (安全面)

移動円滑化

(学習環境)

教室の空調化 誰でもトイレの設置状況

対応済 ：アスベスト対応済

部分対応 ：封じ込め及び経過観察

対応済 ：耐震化対応

部分対応 ：耐震化部分的に対応

未対応 耐震化未対応

：多目的トイレの設置

部分対応 ：車椅子用トイレの設置

未対応 ：多目的、車椅子用トイレの設置なし

対応済 ：エレベーターにより各フロアへの移動が可能

部分対応 ：スロープにより1階への移動が可能

未対応 ：スロープがなく車椅子対応していない

対応済 ：ドライ化・洋式化対応済

未対応 ：洋式化未対応

対応済 ：全教室対応済

：部分的に空調化対応

未対応 ：空調化未対応

部分対応

普通教室の空調化の状況

対応済

アスベスト対応

部分対応 ：洋式化対応済、若しくは部分的にドライ化

トイレ トイレのドライ化・洋式化の状況 車椅子での移動の状況 非構造部材 非構造部材の対応状況

【整備水準】

多目的トイレ・車椅子トイレの設置状況 
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多目的トイレ・車椅子トイレの設置状況 

凡例

 ： 1971(S46)年以前

 ： 1972(S47)年から1981(S56)年の間

建築年度

【建物基本情報】

Ａ  ： 概ね良好 -

Ｂ

Ｃ

Ｄ  ： 早急に対応が必要

【躯体以外の劣化状況】

 ： 広範囲に劣化

 ： 評価対象外（対象部位無し　等）

 ： 部分的に劣化

評価 (生活環境) (ユニバーサルデザイン) (安全面)

移動円滑化

(学習環境)

教室の空調化 誰でもトイレの設置状況

対応済 ：アスベスト対応済

部分対応 ：封じ込め及び経過観察

対応済 ：耐震化対応

部分対応 ：耐震化部分的に対応

未対応 耐震化未対応

：多目的トイレの設置

部分対応 ：車椅子用トイレの設置

未対応 ：多目的、車椅子用トイレの設置なし

対応済 ：エレベーターにより各フロアへの移動が可能

部分対応 ：スロープにより1階への移動が可能

未対応 ：スロープがなく車椅子対応していない

対応済 ：ドライ化・洋式化対応済

未対応 ：洋式化未対応

対応済 ：全教室対応済

：部分的に空調化対応

未対応 ：空調化未対応

部分対応

普通教室の空調化の状況

対応済

アスベスト対応

部分対応 ：洋式化対応済、若しくは部分的にドライ化

トイレ トイレのドライ化・洋式化の状況 車椅子での移動の状況 非構造部材 非構造部材の対応状況

【整備水準】

（生活環境） 

トイレ  洋式化の状況 

  対応済：洋式化対応済 

(生活環境) (ユニバーサルデザイン) (安全面)

移動円滑化

(学習環境)

教室の空調化 誰でもトイレの設置状況

対応済 ：アスベスト対応済

部分対応 ：封じ込め及び経過観察

対応済 ：耐震化対応

部分対応 ：耐震化部分的に対応

未対応 耐震化未対応

：多目的トイレの設置

部分対応 ：車椅子用トイレの設置

未対応 ：多目的、車椅子用トイレの設置なし

対応済 ：エレベーターにより各フロアへの移動が可能

部分対応 ：スロープにより1階への移動が可能

未対応 ：スロープがなく車椅子対応していない

対応済 ：ドライ化・洋式化対応済

未対応 ：洋式化未対応

対応済 ：全教室対応済

：部分的に空調化対応

未対応 ：空調化未対応

部分対応

普通教室の空調化の状況

対応済

アスベスト対応

部分対応 ：洋式化対応済、若しくは部分的にドライ化

トイレ トイレのドライ化・洋式化の状況 車椅子での移動の状況 非構造部材 非構造部材の対応状況

【整備水準】

(生活環境) (ユニバーサルデザイン) (安全面)

移動円滑化

(学習環境)

教室の空調化 誰でもトイレの設置状況

対応済 ：アスベスト対応済

部分対応 ：封じ込め及び経過観察

対応済 ：耐震化対応

部分対応 ：耐震化部分的に対応

未対応 耐震化未対応

：多目的トイレの設置

部分対応 ：車椅子用トイレの設置

未対応 ：多目的、車椅子用トイレの設置なし

対応済 ：エレベーターにより各フロアへの移動が可能

部分対応 ：スロープにより1階への移動が可能

未対応 ：スロープがなく車椅子対応していない

対応済 ：ドライ化・洋式化対応済

未対応 ：洋式化未対応

対応済 ：全教室対応済

：部分的に空調化対応

未対応 ：空調化未対応

部分対応

普通教室の空調化の状況

対応済

アスベスト対応

部分対応 ：洋式化対応済、若しくは部分的にドライ化

トイレ トイレのドライ化・洋式化の状況 車椅子での移動の状況 非構造部材 非構造部材の対応状況

【整備水準】

建物基本情報 構造躯体の健全性 躯体以外の劣化状況（総合評価）                  整備水準

耐震安全性 1次評価 棟 共用
学習
環境

ユニバーサ
ルデザイン

1 管理・特別・普通教室棟 RC 2 4,637 1983 S58 36 新 - - - 2020 32.7 10.8 要調査 長寿命 D C B C B C C A B - - - - - - 対応済 部分対応 未対応

2 特別・普通教室棟、シャワー室 RC 2 935 1991 H3 28 新 - - - 2020 32.5 3.6 要調査 長寿命 C C B B - C C A - - - - - - - - 対応済 -

3 屋内運動場・地域連携 RC 2 1,452 1984 S59 35 新 - - - 2020 36.7 19.2 要調査 長寿命 C C C B B C C - - - - - - - - 対応済 未対応 対応済

4 プール附属棟 RC 1 14 1985 S60 34 新 - - - - - - 健全 建替え B B B C - C - - - - - - - - - - - -

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - A B A C - - - - -

1 管理・教室・特別教室棟 RC 3 3,382 1971 S46 48 旧 済 済 0.71 2020 39.5 1.5 要補修 建替え C C B B B C C A - - - - - - - 対応済 対応済 未対応

2 特別・普通教室棟 RC 3 1,909 1992 H4 27 新 - - - - - - 健全 長寿命 B C B B B C B A - - - - - - - 対応済 対応済 -

3 屋内運動場 RC 1 1,375 1973 S48 46 旧 済 済 0.73 2020 51.5 0.1 要補修 長寿命 B B C B B C C - - - - - - - - 対応済 未対応 対応済

4 プール附属棟 CB 1 64 1980 S55 39 旧 - - - - - - 健全 建替え C C B B C C C - - - - - - - - 未対応 - -

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - B B B B B B - - -

1 普通教室・特別教室棟 RC 2 2,397 2006 H18 13 新 - - - - - - 要補修 長寿命 B C A A A B B B A - - - - - - 対応済 対応済 対応済

2 普通教室（増築棟） RC 2 1,189 2017 H29 2 新 - - - - - - 健全 長寿命 A A A A A A A A - - - - - - - 対応済 対応済 対応済

3 屋内運動場 RC 2 1,356 2006 H18 13 新 - - - - - - 要補修 長寿命 A B A A A B B - - - - - - - - 対応済 未対応 対応済

4 プール附属棟 RC 1 89 2006 H18 13 新 - - - - - - - 建替え A B A - A - - - - - - - - - - 対応済 - -

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - A A A A A B - - -

1 管理棟 RC 3 2,985 2000 H12 19 新 - - - - - - 要補修 長寿命 D C C A A B B B - - - - - - - 対応済 対応済 -

2 普通教室棟 RC 3 2,558 2000 H12 19 新 - - - - - - 要補修 長寿命 B C B B A B B B - - - - - - - 対応済 対応済 -

3 特別教室棟 RC 3 2,656 2000 H12 19 新 - - - - - - 要補修 長寿命 B B A A A B B B B - - - - - - 対応済 部分対応 対応済

4 多目的教室棟 RC 1 459 2000 H12 19 新 - - - - - - 健全 長寿命 B B A A - B B B - - - - - - - - 未対応 -

5 屋内運動場・地域連携・武道場 RC 1 2,370 2001 H13 18 新 - - - - - - 健全 長寿命 C B B B A B B B - - - - - - - 対応済 部分対応 対応済

6 プール附属棟 CB 1 64 1980 S55 39 旧 - - - - - - 要補修 建替え C B C - B C B - - - - - - - - 未対応 - -

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - A B - B A A - - -

1 管理教室棟・来賓玄関・職員玄関 RC 3 1,647 1971 S46 48 旧 済 済 0.70 2020 26.7 2.4 要補修 建替え C C B B B C C B - - - - - - - 対応済 対応済 -

2 教室・特別教室棟 RC 3 1,759 1972 S47 47 旧 済 済 0.75 1997 23.9 - 要補修 長寿命 C C B C - C C - - - - - - - - - 部分対応 -

3 教室・特別教室棟 RC 3 631 1972 S47 47 旧 済 済 0.70 1996 23.8 - 要補修 長寿命 C C B C - C C - - - - - - - - - 対応済 対応済

4 教室棟 RC 3 1,300 1984 S59 35 新 - - - 2020 28.6 1.6 要補修 長寿命 B C B B B C C B - - - - - - - 対応済 対応済 -

5 屋内運動場 S 1 1,182 1979 S54 40 旧 済 済 0.82 - - - 要補修 長寿命 C C B B B C C - - - - - - - - 対応済 未対応 未対応

6 プール附属棟 CB 1 65 1982 S57 37 新 - - - - - - 健全 建替え C B C B C C C - - - - - - - - 未対応 - -

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - B C - C C C - - -

1 管理・特別教室棟 RC 3 2,648 1977 S52 42 旧 済 済 0.76 1998 33.5 - 健全 長寿命 B A A A A A A A - - - - - - - 対応済 部分対応 対応済

2 特別教室棟 RC 1 260 1977 S52 42 旧 済 - 1.07 2006 38.8 - 健全 長寿命 A B A A - A A - - - - - - - - - 未対応 -

3 普通教室棟 RC 3 1,590 1977 S52 42 旧 済 済 0.73 1998 27.4 - 健全 長寿命 A B A A A A A A - - - - - - - 対応済 対応済 -

4 屋内運動場 S 1 1,200 1979 S54 40 旧 済 済 0.84 - - - 要補修 長寿命 B C B B B C C - - - - - - - - 対応済 未対応 未対応

5 プール附属棟 CB 1 65 1982 S57 37 新 - - - - - - 健全 建替え C C B B B C C - - - - - - - - 未対応 - -

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - B B - B A A - - -

1 管理・特別・普通教室棟 RC 3 4,513 1984 S59 35 新 - - - 2020 36.8 10.6 健全 長寿命 C B B B B C C A - - - - - - - 対応済 部分対応 未対応

2 特別・普通教室棟 RC 3 1,161 1991 H3 28 新 - - - 2020 33.5 4.2 要補修 長寿命 C B B B B C B C - - - - - - - 対応済 部分対応 -

3 屋内運動場・地域連携 RC 2 1,416 1985 S60 34 新 - - - 2020 36.2 8.8 - 長寿命 C A B B B C C - - - - - - - - 対応済 未対応 対応済

4 プール附属棟 CB 1 68 1985 S60 34 新 - - - - - - 要補修 建替え B B B B B C C - - - - - - - - 未対応 - -

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - B B - B B - - - -

1 普通教室棟 RC 3 3,471 2012 H24 7 新 - - - - - - 健全 長寿命 B B A A A A A A - - - - - - - 対応済 対応済 対応済

2
管理・特別教室棟、屋内運
動場・武道場、プール附属 RC 3 7,727 2012 H24 7 新 - - - - - - 健全 長寿命 B A A A A A A A A - - - - - - 対応済 部分対応 対応済

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - A A - A A A - - -

1 管理・普通教室棟 RC 3 3,590 2013 H25 6 新 - - - - - - 健全 長寿命 A A A A A A A A A - - - - - - 対応済 対応済 対応済

2 特別教室棟 RC 3 2,125 2013 H25 6 新 - - - - - - 健全 長寿命 A A A A A A A A - - - - - - - 対応済 対応済 対応済

3 体育館棟 RC 3 1,332 2013 H25 6 新 - - - - - - 健全 長寿命 A A A A - A A - - - - - - - - - 未対応 -

4 プール附属棟 RC 1 32 2013 H25 6 新 - - - - - - 健全 建替え A A A A A A A - - - - - - - - 対応済 - -

5 プール附属棟 RC 1 22 2013 H25 6 新 - - - - - - 健全 建替え A A A - - - - - - - - - - - - 対応済 - -

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - 長寿命 - - - - - - - - - A A A A A A - - -

1
普通・特別教室棟、ＥＶ棟、
多目的教室棟 RC 3 2,892 1975 S50 44 旧 済 済 0.76 2020 33..4 3.6 要補修 長寿命 B C A A A C C C A - - - - - - 対応済 対応済 対応済

2 技術棟 RC 1 239 1979 S54 40 旧 済 - 1.22 2020 32.3 0.5 健全 長寿命 B B A A - C - C - - - - - - - - 対応済 -

3 特別教室棟 RC 2 563 1993 H5 26 新 - - - 2020 36.7 2.0 要補修 長寿命 B B A A - C - A - - - - - - - - 対応済 -

4 屋内運動場 RC 2 1,327 1980 S55 39 旧 済 済 0.96 2020 34.8 1.7 健全 長寿命 B B A A - C C - - - - - - - - - 未対応 -

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - A A A - B B - - -

1 校舎・体育館 RC 3 14,336 2020 R2 -1 新 - - - - - - - 長寿命 - - - - - - - - - - - - - - - - - -

2 キャノピー S 1 297 2020 R2 -1 新 - - - - - - - 長寿命 - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- 共用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

西中学校

中台中学校

吾妻中学校

玉造中学校

公津の杜中学校

下総みどり学園
（後期課程）

下総みどり学園
（前期課程）

大栄みらい学園
（建設中）

成田中学校

遠山中学校

久住中学校

中性
化
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